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凡退会，会費納入，および 出版物 (DGD, サーキュラ一等 ) の郵送については ，上記 学 

金事務センタ 一に書面で御間合せ 下さい。 

1989 年 9 月より事務局が 移ります。 9 月以降の問い 合わせは新事務局にお 願いします。 

新事務局 : 〒 113 東京都文京区本郷 7 一 3 一ェ 

東京大学理学部動物学教室第二講座 

( 幹事長 )  塩 川 光一郎 ( 電話 03 一 812 一 2111  内線 443 つ 

( 庶務幹事 )  深 町 博 史 ( 電話 03 一 812 一 2111  内線 4433) 

( 会計幹事 )  武 田 洋 幸 ( 電話 03 一 812 一 21u  内線 4433) 

  

 
 



  

  

  

第 22 回 総会報告 

第 22 回総会は， lQSQ 年 6 月 23 日午後 4 時 よ り北海道大学，学術交流会館において 開催された。 

議長に加藤秀生民 ( 立 敦夫・一般教養・ 生物 ) を選出した後，以下の 次第で議事がすすめられ ， 

全て承認されたⅠ     

1. 片桐千明大会委員長挨拶 。 

2. 女僧郁夫会長挨拶 

3. 1958 年度活動報告 

a) 事務局より : コヒ村 邦夫庶務幹事 

・会員数 830 名 <:1989 年 5 月 18 日現在 ) 

・サーキ，ラー 60 ～ 62 号発行   

・運営委員会を 2 度開催 

第 40 回 : 1 月 20 日 ( 東京 ), 第 41 回 : 6 月 21 日 ( 札幌 ) 

サーキ，ラー 62 号および本号参照 

  1990 年 1 月 より DGD 編集主幹を北海道大学理学部動物学教室の 片桐千明氏にお 願いす 

ることとなった。 

b) 編集局より : 米田満 樹 編集主幹 

サーキ，ラー 60 ～本号参照 

4.  1988 年度決算報告 : 加藤山宇 子 会計幹事 

5. 会計監査報告 : 栃内新会計監査委員 

監査の結果，適正であ った官報告された。 

。 6. 学術会議報告 : 星 元紀運営委員   

サーキュラー 60 ～本号参照 

7,  1989 年度活動について : 女僧郁夫会長 

第 23. 同大会は 1990 年 5 月 24 日～ 26 日，広島県情報プラザで 行 50 

8.  1989 年度予算案 : 加藤由 宇子 会計幹事   

サーキュラー 62 号参照 

9. 塩川光一郎新幹事長挨拶 

10 ・ 天野実第 23 回大会準備委員長挨拶 

コ ・ 第 5 回国際無脊椎動物生殖学会議準備状況報告 : 見元紀運営委員 
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第 41 回 運営委員会報告 

第 41 回運営委員会は ， 1989 年 6 月 21 日午後 7 時ょり札幌市のしんきんげん ぽ 会館で開催された。 

出席者は以下の 通り ( 敬称略 ) 。   

安堵郁夫 ( 会長 ), 江口吾朗，岡田節人，岡田盤古，近藤芳人，佐藤短打， 嶋田 拓 ， 鈴木義昭， 

竹市 雅俊， 東 中川 徹 ( 兼 幹事長 ), 星 元紀，山上健次郎，米田満 樹 ( 兼 編集主幹 )( 以上運営委員 ), 

加藤憲一 ( 編集幹事 ), 中江恵夫，栃内親 ( 以上会計監査委員 ), 片桐千明 ( 大会委員長 ), 塩川 

光一郎 ( 次期幹事長 ), 北村邦夫 ( 庶務幹事 ), 加藤山宇 子 ( 会計幹事 ) 。 

1.  会長挨拶 

2, 庶務報告 

a. 会員数 830 名 ( 正会員 731 名士学生会員 99 名 ) 

その他賛助会員 14 団体 (1989 年 5 月 18 日現在 ) 

b. サーキュラー 62 号発行   

c. 助成金関係 

・東レ (1 件 ) およびブレイソサイ ェノス C2 件 ) 関係の学会推薦 分 にちいては選外であ 

った。 

・山田関係については 応募がなかった。 

・ 成茂 基金による第 11 回国際発生生物学会議派遣援助については 以下の 4 名に各 20 万円贈 

呈することとした。 

加藤秀 生 ( 五教大 ), 底部知久 ( 放医研 ), 瀧ロ - 株恵子 ( 三菱化成生命 研 ), 後藤弘 繭 

( 名犬 ) の各会員。 

  なお，第 11 回国際発生生物学会議の 招待講演者であ る 竹市 雅俊会員に一般会計ょ 910 万 

円を贈呈した。 

d, 国際比較生理 生イヒ 学会議を学会として 後援することとし 7. こ 。   

3. 会計監査報告 

栃内新会計監査委員 よ り適正であ った 旨 ，報告された。 

4.  編集局報告 

本号Ⅱぺージ 参照 

5. 編集主幹交代について 

米田満 樹 主幹の 1989 年 12 月における任期満了 仁 伴い，次期編集主幹として 北大・理学部の 

片桐千明会員を 選出した。 

6.  編集委員選出 

  

  

1990 年 1 月からの編集委員会の 編集委員のうち ，運営委員会選出の 編集委員として 次の 3 

名の会員を選出した。 
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行 市 雅俊，鈴木義昭， 星 元紀の各運営委員。 

7. 学術会議報告 

サーキ，ラー 60 一本号参照 

8. 幹事長，事務局交代について   

1989 年 9 月以降，事務局を 東京大学理学部動物学教室に 移し，塩川光一郎幹事長，深町 博 

支庶務幹事，武田洋幸会計幹事の スタ " フで 事務局を運営することになった。 
  

9.  その他 

成茂 科学器械研究所の 永年にわたる 成茂 基金への援助 祀 対し，感謝状を 贈ることとした。 
  

以 上 

  お 詫びと訂正   

事 務 局 

ィノホ メーシ，ンサーキ ，ラー 62 号 i ぺ ー ジにあ る第 40 回運営委員会報告の 記事の一部を 次の 

よう にお詫びして 訂正させていただきます。 

  
誤 正 

8. 次々 期 大会開催地について 8. 次々 期 大会開催地について 

広島大学理学部動物学教室 広島大学の天野実会員を 中 

に 大会準備をお 願いし， 同 ラ 心 に準備をすすめていただ 

教室の天野実氏の 承諾を得 くこととした。 て 詳細は本 

甘， し 。 63 号 1 ぺージな参照 ) 
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1.1 

日本発生生物学会第 匝 7 2 回大会会計報告 

収入の部 

大会参加費 

内訳 一般 (5,000X  196 年 980.000) 

学生 (4,000X  86=  344,000) 

特別 (1.000X  10=  10,000)* 

学会本部より 補助金 

要旨 集 販売 (3,000x 5) 

広告料 

利子 

収入合計 

(* 発表要旨プロバラムのコピーを 配布 ) 

1,334,000 円 

250,000 

15,000 

240,000 

1,869 

1,840 ， 869 

部
 の
費
 

出
場
 

文
会
 

2
 

0
 
0
 
1
.
1
 

2
 
0
 
3
 

会場設営 費 ( パネル等 ) 252,320 

印刷費 57,300 

通信費 .  6,825 

文房具 33,566 

会議 費 ( 編集委，運営委 ) 補助 29,500 

謝金 ( 看板，ポスタ 一等 ) 30,000 

アルバイト人件費 (19 本 x3 日 ) 342,000 

弁当代 90,000 

茶菓 代 78,176 

懇親会補助 Ⅰ 99, Ⅰ 78 

準備委員会開催 100,000 

支出合計 1,520 ， 965 

3.  残金 319,904 円 蒋 

C** 振込手数料 200 円を差引， 319.704 円を学会本部へ 寄付 ) 
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第 22 回 大会後記 

大会委員長 片 桐 千 明 

第 22 回大会の会期を 気候のよい 6 月下旬に設定したあ とは，例年通りに ，口頭とポスタ 一によ 

る発表を併用し ，シソポジウム ほ申 出を待って調整する ，という姿勢で 参加申込みを 待ちました 

が ， 3 月下句の締切りが 近づくと講演申込みがどれ だけ あ るか ( プロバラムの 組みかた ), また 

大会当日近くになると 当日参加がどれ だけ あ るか ( 経理のバランス ) が気になったことは 事実で 

す 。 しかし終ってみると ，このいずれもが 杷夏 であ りました。 講演数は 145 題で前年度と 前々 年 

度の中間，ポスター と ロ頭による発表数を 主催者側で調整する 必要もなく済みました。 会場の ス 

ぺ ー スに余裕があ ったため用意できたポスター 用パネルがゆったりとし 過ぎて，わざわざ 電話で 

確認 ( 大き過ぎるのではないか ) を受けたりする 一幕もあ りましたが，ボスタ 一発表と口頭発表 

を併用するいきかたもこの 学会では定着しつつあ るように思えました。 今大会程度の 口頭発表数 

であ れば，午前と 午後，適宜休憩時間 ( コーヒーブレイク ) を 30 分とることができました。 講演 

を聴く時間を 集中させるほか ， A, B 画会場での進行のずれを 補正するのにも 幾分役立ったと 自 

負していますが ，如何だったでしょうか。 

主催してみて 改めて実感させられたのが ，当日参加者が 多いことで，今年の 場合，記録に 残っ 

ている参加者 292 名 中 ，約 90 名が当日参加でした。 そのため予備として 用意していた 要旨 集が 足 

りなくなり，初日の 夕方 ゼ p ッ クスコピーを 急ぎ ょ 作らねばならぬ 破目になり，一部の 当日参加 

の方に 御 迷惑をかけたことを 御 詫びします。 当日参加が多い 主な理由は要旨 集が 全会員に配布さ 

れ，それをみての 参加希望者が 出るためと思われます。 それはそれで 好いことなのですが ，実は 

要旨 集が 届いていなかったという 創立以来の会員の 申出を受げました。 新たに入会手続きをする 

と 同時に大会参加申込をする 場合にも配布されなかった 例があ ったようです。 大会主催者が 学会 

事務センターから 要旨集の発送 先 リストをもらってチェックする ，とい 5 方式を採る必要があ る 

ように思います。 

札幌でこの大会を 開催するのはちょうど 1(@ 年 ぶり，ということもあ って大会終了後に 古びた 第 

12 『大会の講演予稿 集 をひろげてみました。 講演 数が 100 題前後ということもあ りますが，講演 

時間は何と 20 分でや っ ていたのでした。 また遺伝子そのものを 扱った話は鈴木義昭さんによる 特 

別 講演ただひとつであ ったことをみると ， 10 年間の変 はう には眼を見張るものがあ ります。 遺伝 

子 操作の技術を 使った研究発表がとりわけ 多かったのが 今大会の傾向であ ったとは，何人かの 参 

加 者からも聞いたことではあ りましたが， 10 午後に今大会の 要旨集を開いたとき ，いま第 i2 回天 

会 のそれか b, まだ読みとれる 熱気を再び感じることができるものであ ってほしいと 願わずにい 

られません。 
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発生生物学会大会十年一昔 

岡 田 盤 古 ( 筑波大学生物科学系 ) 

  

片桐大会委員長は 総会の挨拶の 中で，ちょうど 十年前に札幌で 開かれた第 12 回大会と今回の 第 

22 回大会とを比較されて ，演題数は 104 から 145 に増加した。 これほ甚だしく 増えたといえるかど 

うかわからないが ，講演内容の 変化には目を 見張るものがあ る， という意味のことを 述べられ 

ナ - し 。 

この数年，発生生物学の「分子化」または「遺伝子化」が 急速に進み，発生現象を 分子の言葉 

で理解しようという 意見を支持する 人々が増加の 一途をたどっている。 発生を ， 体を構成する 会 

ての細胞における 遺伝子発現の 時間的空間的統合として 捕らえ，それを 調節する機構を 明らかに 

する事が発生生物学の 最も重要な目的であ るとする考え 方が支配的となってきた。 この十年はま 

さにこの変化の 時に当たっていたわげで ，・日本の発生生物学界も 当然その変化の 渦巻の中で ，世 

界の潮流に遅れないような 健全な成長を 遂げており，片桐先生の 感慨もまこ．とに 宜なるかなと 思 

われる。 

事実，今回の 大会で発表された 演題のうち 67 題が発生の調節機構を 分子レベルで 解明すること 

に 直接携わっている 研究のように 思われる。 がらんこれ以外に ，直接分子や 遺伝子を扱っていな 

くても，頭の 中では分子機構を 考えていると 思われる研究が 幾 づもあ ったようであ る。 10 年前の 

大会・ ( 実は第 12 回大会の要旨 集が 手元になかったので 第 13 回大会のものを 見ているのであ るが ) 

では，ほんの 数 編 がとにかく分子 (mRNA, rRNA 等 ) を扱い， 10 に満たないものが 一応遺伝子 

レベルの調節機構を 考えているようであ るが，まだとても 標的が視界に 入っているようには 見え 

ず，闇夜に鉄砲に 近い状態であ ったことを思えば ，この 1(@ 年め 変化には驚くほかはない。 

さて，性能の 良い映写設備，座り 心地の良い椅子，快適な 気候，そして 行き届いた会場運営， 

どれをとっても 立派であ った今大会であ ったが，特に 私の感じたのはプレゼ ソ ティシ。 ソ 仁心を 

配った講演が 多かったこと ，そして狙いの 明かな研究が 多かったことであ った。 これは今年に 限 

らず，最近の 傾向で，観衆無視の 発表が年々減っているのは 喜ばしいことであ る。 

とはいっても ，いくつか問題がないわげではない。 一つはポスタ 一であ るが，はなはだ 玉石混 

交であ った。 研究自体は多分立派なものと 思われるが，高校の 文化祭よろしく ，ずらずらと 字は 

かりが並んで : しかも講演要旨集の 頁を破いて地ったのかと は けくらい字が 小さすぎて， とて 

も， とて心読む意欲が 湧かないようなものが 見受げられた。 もっとポスタ 一の利点を活用すべぎ 

と 居 、 50 

また， 口頭発表の方でほ ，塩基配列の 図は何とかならないものであ ろうか。 せっかくクロー ヱ 

ソグ に成功したので ，見せた い 気持ちは よ くわかるが，特に 後方の席からは 大規模な視力検査 表 

と同じで全く 意味をなさない。 むろんきちんと 問題点が把握できるように 見せてくれた 発表も多 
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かったのであ って，あ るいは，またかという 思いが強かったために 私の印象に残りすぎたのかも 

しれない。 しかし，多くの 場合は実際の 塩基配列を示さないでも ，模式的に図示するだけで 目的 

を達するのではなかろうか。 

今回は狙いの 明らかに分かる 発表が多かった ， と 述べた。 これは最近の 傾向であ り，大変結構 

なことではあ る。 しかし， これはまた分子化，遺伝子化の 結果でもあ ろうかと思 う 。 何故なら， 

現在，遺伝子発現の 調節機構を調べるためには ，その遺伝子がクローン 化されていることが 必要 

であ り，分子としての 遺伝子の構造的特徴，それと 結合する タソ " ク 質の探索など ，必要な情報 

を 得るために利用し 得る技術は現在のところそれほど 多岐にわたってはいない。 そのために， 分 

子 化の進んだ分野の 学会では，講演が 始まってまもなく ，これはゲルシフトアッ セィ だぞ，と周 、 

ぅ とその通りのスライドがでてくるし ， これは多分プロモータ 一の人工的欠失突然変異だなと は、 

5 と， これまたその 通り，極端にいえば ，演題を見ただけ 下結果がわかり ，十人が十人扱 う 遺伝 

子は違ってもやっていることは 同じ， というような 状態になりかれない。 このような状態 は 学問 

の進歩の過程でしばしば 起こってきたことであ り，必要なことでもあ って ， 私は何も全面的に 否 

定しているわけではない。 むしろ，大勢の 人が流行に乗って 研究すれば，その 集積の中から 重要 

な 事実が明らかになってくることは 期待出来るであ ろう。 しかし，われわれ 生物学者は，ただ 単 

にそこに遺伝子があ るからそれを 研究するという 態度は，出来るだ け とりたくないものであ る。 

今大会を見る 限り，発生生物学会で 発表される研究には ，生き物の臭いを 強く残しながら ， 着 

実に分子化が 進んでいることが 感じられ，大変 頼 もしく ぽ、 った 次第であ る。 まず現象があ マて ， 

その分子的な 仕組みを明らかにすることを 目指し，そのために 必要な技術は 積極的年取り 入れて 

利用し，あ るいは自ら開発する。 しかし分子機構を 示すスライドの 背景には，常に 生きているネ 

ズ ，やシ， ウジ， ウバェ の胚が透視できる。 発生生物学会はそのような 学会であ り続けて欲しい 

と， 私は願っている。   

大会印象記 

  網 谷 政 江 ( 愛媛大・ 医 ・解剖 ) 

解剖学教室に 勤務し始めて 専門分野の学会なのだからと ，当然のこととして 解剖学会に出席する 

う よ になって 20 年になります。 20 年間の学会活動というものは ， 顔馴染みの Professor 達もで 

ぎて，組織学の 基礎ももてるよ う になり，医学部で 行 う べき発生学のパ 一 ト 0 位置付けも知り ， 

国内の先生方の 学問的流れ，系譜も 把める よ うになりました。 発生関係の仕事をしながら 医学部 

に席を移したことに 義理立てをして ( のつもり ?) 発生生物学会にと 思いつつも御無沙汰をして 

打ち過ぎてぎています。 理学部出身の 自分には 20 年ぶりの動物 尾 さんの集まり ，。 それも自分の 親 
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元に 里帰りするよ 5 な ( 発生学専攻でした ) 気持ちで出席させてもら づた 第 22 回発生生物学会大 

会でした。 その経過を耳にされたサーキ ， ラ 一編集者のお 一人の北村先生から 是非にと，印象記 

  

の 原稿の依頼を 受げました。 自分の不勉強を 曝け出すには 忍びないと思いつつも ，久し振りに 立 

ち戻った者の 感じたことを ，一過性にしないためにも 書かせてもらって ， 自分への戒めにもさせ 

ていただくことにしました。 

まず会場で初めに 感じたのは若い 人達が多いことと ， スーツでネクタイを 決めている姿に 驚き 

ました。 医学部にいて ，時々これが 理学部だとリラックスしてジ ーソズ で仕事をし，先輩達にも 

気遣わずに本筋の 大事なものを 大切にして話せるのにと 思 けことがあ りました。 それなのにと そ 

の 自分の感覚ももはや 旧くなったのかと 残俳になり眩いていますと ，最近の若者はお 酒 落 になっ 

てきていることと ，やはり学会場は 礼儀正しくという 配慮をするのは 何処も同じだと 教えていた 

だぎました。 逆境 (?) の立場からの 憧惧 ないしは過ぎし 夢を，それも 形で自分が求めていた 愚 

かさを認識させられました。 若い研究者の 多いことは，大学院生の 少ない医学部との 違いだった 

と 思います。 若い人達が発言されていたのには 好感を持ちましたが ，諸先輩の姿の 少ないのが 気 

になりました。 comment なり， suggestion 。 や ， 萌芽的研究への 差し延べてくれるべき 手の持 

ち 主の方々はやはり 学会場に座られるべきだと 思います。 最後に話された 甘雨先生が代理だった 

に ち せよ， カドヘリ ソ のお仕事がまたひとつ 進められているのを 伺ったとき，聞いたことに 満足 

と尊敬の俳を 持ったのは 私 ひとりではなかったと 思います。 若い研究者の 間で，教授レベルの 発 

表もやはり学会場で 聞せていただくべ き だと思います。 いつもなら選んで 聞く演題が，発生学関 

係 ばかりで休めなくて 疲れてしまい ， 2 会場だけなのにロビ 一で休憩しなければなら 低からた情 

け 無さは 賛沢 と言えるものでした。 少々ウンザリしたの 心事実でした。 発生生物学会は 分子生物 

学 ・遺伝子生物学会だったかと 今更ながらその 潮流の大きさを 知り，また若者達の 魅 き付 げられ 

ているのがよくわかりました。 一体私の知っている 発生学はどこに 去ってしまったのかと． 驚悼 ・ 

寂 蓼の思いがいたしました。 学問上の流行はひとつの 分野への研究者人口の 開拓と発展のため ， 

その power は大切と評価いたしますが ，古典的 orthodox な 仕事もまた捨ててはならないは 

ず ，キチ " と発生学の領域の 研究は守り育てられるべ き だと思います。 分野別・専門別の 演題に 

して，何をなすべきかを 若い世代にも 伝えるべきものと 思いました。 そこで提案ですが ，夜の部 

を 作り ， 飲みながらでも 話せる研究会・ 同好士 会 ・老人バループ 金筈つくられてはいかがでしょ 

うか 9  三々五々と散って 行って自由なバループで 話 ，飲み歩かれた 方達も居られたこととは 思 

いますが，外国のシンポジウムの 時などのように 昼間スポーツをし ，夜遅くまでバ 一で飲みなが 

ら話し込んで 眠る部屋までといった 経験を， クタビれながらも 感激した ヱ ネルギ ワ シ ，な 夜を思 

いだします。     

最後の午後に 聞かれたシソポジウムは 興味深く拝聴しました。 研究をどのように 展開しようと 

しているかということ 凌 話していただげたことは data の個々をお教えいただくよりも 私には有 

意義でした。 シソポジウムが 学会開催に併設していただけるのは 地方に住む身には 有難く思いま 

す 。 今後とも是非複数題お 願いできないでしょうか ? 
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札幌の皆さんによく 準備していただいていたお 心遣いが隅々にまで 感じられて，気持ち 良く過ご 

させていただ ぎ 満足して帰りました。 構内の緑が美しく 良い季節を選んでいただげたことを 感謝 

しつろ朝の散策を 楽しみ，思いがけず 良質のコーヒーサービスをしていただげたことも 私には 満 

たされた要因のひとつでした。 ただし懇親会は 期待はずれでした。 もっと汚くて 飾らない場所で 

北海の海の幸を 肴に，あ るいは野外で ジ ノギスカ ソ かなと期待をして 出かけました。 立派なホテ 

ルで ブ ラ ソス 料理だったことを ザ ンネンがるのは ，これもまた 自分がもう中堅から 熟年の方 へ近 

づきつつあ ることの証しのひとつであ り，郷愁・懐古的感傷にすぎなかったのかも 知れません。 

これからはしばらく 続けて発生生物学会に 出席させていただこうと 思います。 理学部の発生学 

の鋭い頭の面々がいま 何を考え，発生生物学がどう 動こうとしているのか 知りたいと思います。 

自分の錆を落して flexibility を保つためにも 出かけよ 5 と思います。 最後にサーキ ， ヲ 一に若 

い人達の意見が 自由にもっと 載って欲しいものです。 

大会後の雑感 

吉 田 昭 広 ( 上智大・生命 研 ) 

東京の真中でこれを 書いていると ，数日前のこととはいえ ，広々とした 北大の構内はじめ ，札 

幌での数日間がたいへん 懐かしい。 懇親会の席で 大会委員長の 片桐先生がおっしゃったように 

「札幌でいちばん 良い季節」を 選んでいただき ，大会の準備，会期中の 運営に当たって 御 尽力下 

さりた片桐先生はじめ ，関係者の皆様に 心より御礼申し 上げたい。 

事務局から原稿の 依頼をいただき ，引き受けはしたものの ，例年，大会に 出ては「良かった。 

勉強になった。 」という印象以覚に ，あ まり強く感じるものがないので ，何を書いたらよいかと 

まどったというのが ，正直なところであ る。 本大会後も，「良かった。 勉強になった。 」という気 

持ちが真っ先に 果て，それは 何より筆者にとっては 大切なことであ って，それに 尽きるともいえ 

る 。 しか， L ここでは，それ 以外にぼんやりと 頭に浮かんでくることや ，筆者がここ 2 年続けて行 

ったポスタ一発表の 楽しさなどについて 思いつくまま に 述べてみたい。 

大会発表は 3 日間を通じて ， ク p 一 ニンバ， ブ p" ティノ グ ，モノク p 一 ナル抗体，等の 分子 

生物学上の言葉が 絶え間なく飛び 交い，それらに 圧倒されるような 印象であ った。 発生生物学の 

進歩が本質的に 要請する傾向であ ろ 5 と は けし，現在のところ 蛋白質も遺伝子も 全く扱っていな 

い筆者も，研究の 今後の ステ " プ として，近いうちに 分子レベルでの 解析に踏み込みたいという 

思いを，いっそう 強くさせられる。 早くそうしたいという 気持ちにかられる 一方，また，以前あ 

る人から言われたような「みんなと 同じことをしていないことによる 不安」を抑えておく 必要も 

感じる。 そんなときは ，「みんなと 同じことをしていても 面白くない。 」と居直ってみることも プ 
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ラスかもしれない。 なにより，自分の 研究の必然的ステップを 踏みしめながら 分子レベルの 解析 

に進んでいくのが 理想であ って ， 実りも多いと 届 け。 筆者の行っているバターソ 形態形成の分野 

ても，手法が 面白い，または 現代の最先端のものであ るけれども，実質的な 進展は少ないと 筆者 

には感じられるものを 見かけ ろ こともあ る。 

ところで筆者には ，本大会を含めて 計 4 回のポスタ一発表の 経験があ る。 初回は 4 年前の名古 

屋での本学会の 大会で， このときは発表が 全てポスタ一によるものであ った。 その頃 に比べると， 

本学会の大会に 限らず，おしなべて 最近 低 ，ポスター展示がずいぶん 見 やすく，親切なものにな 

ったように思う。 また，少し前までは ，口頭発表のほうがポスタ 一発表より高級だと 感じる人達 

が 多かったようだが ( 筆者自身そうであ った ), むしろ積極的にポスタ 一発表を利用しょうとす 

る人達も ， 少しずつ増えてきたように 感じる。 しかし，できるだけ 大勢の人達に 知ってもらいた 

い 内容のものには ，やはり口頭発表が 適しているし ，あ る意味ではそうする 義務があ るとも言え 

る。 その意味では 口頭発表のほうが「上位」であ ると考えることも ，誤りではないかもしれない。 

しかし，筆者はポスタ 一発表を経験するに 従って，次第にこの 発表のしかたが 好きになってきた。 

筆者の感じるポスタ 一発表の長所や 楽しさについて ，更にのべていきたい。 限られた短時間の 

う ちに終えねばならない 口頭発表の場合，演者の 話の途中での 質問は不可能であ り，また残され 

た 質問時間のなかでも ， ( 他の聴衆の迷惑にもなるので ) あ まり初歩的な 質問をすることは 難し 

ぃ 。 受け手が内容を 理解しょうとする 場合のこれらの 欠点は，ポスタ 一発表の場合は 殆ど克服さ 

れている。 短時間の 5 ちに充分説明しきれないと 届 け内容や，誤解を 生みやすいと は、 ぅ 内容のも 

のは，対話しながら 説明できるポスタ 一発表が適している。 だから実験糸の 人達が殆どを 占める 

本学会の大会では ，「理論」の 発表を行う人達は ， ポスターをどんどん 利用したらよいと 思う。 

大会では，興味のあ る発表を聞くということはもちろん 重要なことであ るが，。 筆者にとっては ， 

学問的な話をいろんな 人達とできることがとりわけ 楽しい。 ポスタ一発表は ，そんな時間を 充分 

に与えてくれる。 また，知人と 話すのはもちろん ，高名な先生であ れ，若い学生さんであ れ， 学 

問 的な興味から ，初めて話すことができる 人達が，このときに 多くなるというのも ，まことに楽 

しいことであ る。 一度でも話してみると ，その人の研究に 対して， ぐっと親しみを 感じるように 

もなる。 

しかし，正直いうと ，ポスタ一発表は 準備がめんどうであ る。 他の仕事も並行しておこなって 

いるときなどは ，筆者のように 仕事の遅い人間には ，結構な負担であ る。 最後に 1 つ 。 ポスター 

発表を行うと ，他のポスタ 一発表の説明が 聞き辛い。 定められた説明時間以外のときに ，。 発表者 

をつかまえて 説明してもら づ たりすることもあ る。 発表番号の偶数，奇数で 説明時間を別にする 

なり，何らかの 対策が可能なら 有難いが。 
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D.G.D. 、 編集委員会より 

⑥今年 (31 巻 ) から本誌を A4 サイズに改めたので ，実質紙面が 2 割増え，年間 70 篇程度の論文 

を 掲載できる よう になりました。 すでに 3 号までの発行がすみ ，編集・出版の 体制も大型化に 

    ほぼなじんだところです。 

⑥なお，。 来年の 2 号 (4 月発行予定 ) は，加藤淑 裕 先生の記念 号 となります。 これは，招待論文 

のみからなる special issue です。 この 他 ，来年 3 号以降の regular issues の中に同先生に 

dedicate する論文を掲載します。 会員の皆様からのご 投稿をお願いします。 サーキ，ラー 62 

号にご案内したとおり ， dedication であ るむねの フ " ト ノートをつげたものを 11 月 30 日 まで 

に 現主幹の米田 宛お 送り下さい。 

⑥ 現 編集委員の任期が 今年 12 月で切れるので ， 6 月 21 日の編集委員会は ，今期の活動をふりかえ 

り，次期の編集体制について 次のような提言をまとめました。 

1,  学会大会の講演要旨を 本誌に掲載し 始めて，・ちょうど 10 年たつ。 会員にとっての メリ " ト 

と 考えた当初の 目的は，時代の 推移によって 変わってきたと 思われるので ，この際見直す 

べき時期であ る。 ・ 

2. 記念 号 という形の specialissue が国際 誌 ではあ まり 見 われなくなった 現状を考え， D, 

G.D. も今後は記念号を 出さない方向を 基本とする。 

3.  学会大会で講演される 研究分野のスペクトル と ， D.G.D. に掲載される 論文の分野との 

間にズレ があ る。 依頼すべき総説のテーマを 適切に選ぶのが ，この ズレ を調節するのに 役 

立っと思われる。 

4. 総説の掲載はこれからも 続 け ，学会誌のコアというべきオリジナル 論文と総説の 充実をは 

  かる。     

なお，このまとめを 同日の運営委員会で 披露したところ ，上のⅠについては 反対があ り， 講 

演 要旨はなお掲載すべきだという 意見が強く出ました。 講演要旨の掲載は 木末編集委員会の 業 

務 ではないので ，次期の運営委員会がもっぱら 検討すべき議題です。 2 ～ 4 の方針は，次期 編 

集 委員会に引き 継がれることと 思います。   

⑥ 6 月 21 日の運営委員会で ， 1990 年度からの編集主幹は 北海道大学の 片桐千明会員に 委嘱するこ 

とに決定しましたので ， 現 主幹 と現 幹事の役目も 今年限りで終わります。 早手まわしですが ， 

引き継ぎの日程を 両主幹の間で 打ち合わせました。 

今年 11 月 30 日までのご投稿は 現主幹の米田まで ，今年の 19 月 1 日 以後のご投稿は 

〒 060  札幌市北 E 北 f0 条 西 8 丁目 

北海道大学理学部動物学教室 

D.G.D. 編集主幹 片桐 千明 

死 にお送り下さい。 編集主幹 米田満 樹 ・編集幹事 加藤憲一 
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事務局をお引き 受けするにあ たって 

塩 川 光一郎 ( 東大・ ミ ・動物 ) 

私 ，平成元年 4 月 1 日付で水野丈夫教授の 後任として，東京大学理学部動物学第二講座に 九州 

より赴任して 参りました。 そのことが決って 問もなく，会長の 家 増 先生から学会の 事務局を引き 

受けてもらえないだろうか ，というお話があ りました。 水野先生は以前に 一度，竹内重 夫 ，八杉 

貞雄の両氏と 共に学会事務局を 引き受けておられます。 研究室のメンバーもかなり 変わったので ， 

" この際も う 一度ど う だろうか " という会長のご 意向でした。 私どもの研究室のスタッフとも 話 

し 合った結果， " 誰かがやらなくてはならない 仕事だかげ ということで ， お引受げすることに 

致しました。 

これほおそらく 会員の皆様の 一致したご意見だと 思いますが， 日本発生生物学会というのは ， 

その比較的小さなサイズにも 拘らず非常に 活性の高い学会であ ります。 そして内外におけるその 

役割も近年ますます 大きくなっております。 また今日の学会があ るのはこれまでの 諸先輩の努力 

の賜物です。 この ょう に考えますと ， " これは大変なことをお 引き受けしたな " と ，責任の重さ 

を 痛感致します。 ただ，私どもの 研究室の若い 二人のスタッフ ( 深町博史，武田洋辛の 両氏 ) の 

やる気と，八杉氏の 経験とを活かして ，何とか責任を 果たすことができるのではと 思っておりま 

す。 もっとも，私たち 事務局としては 一生懸命にやっているつもりではあ りましても，実際 には 

至らないところが 多々あ ろうかと思います。 会員の皆様に 何かとご迷惑をおかげするかと 思いま 

すが， どうかよろしくお 願い致します。 

私ごとで恐縮ですが ， 私 ，住み慣れた 九州を出て東京の 地に移る時にいささか 考えたことがご 

ざいます。 それは地縁，血縁のない 東京に出て行くめぐりあ わせになったからには ，逆にそれを 

活かして，できれば 今までにない 新しい視点からものを 考えるよう努力してみよう ， ということ 

です。 今回，はからずも 伝統あ る発生生物学会の 事務をお世話することになった ね げですが， こ 

れをよき勉強の 機会と捉え， この初心を忘れず ，いろいろな 研究をや っ ておられる方のご 意見を 

よく聞いて，学会をさらに 活性化するよう 微力ながら 力 を尽くしたいと 考えております。 会員の 

皆様のお力添えを ， どうかよろしくお 願い申し上げる 次第であ ります。 
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助成金の案内 

1, 東レ科学技術研究助成および 科学技術賞候補者の 推薦について 

東レ科学振興会より ，下記の要領が 届きました。 応募者は事務局へ 推薦用紙を請求して 下さい。 

a. 申請期限 : 8 月末日 

b. 申請 先 : 事務局 

第 30 回 ( 平成元年度 ) 

東レ科学技術賞候補者推薦要領 

平成元年 7 月 

1. 候補者の対象…… 貴学 協会に関する 分野で，下記に 該当するもの 
㈹ 学術上の業績が 顕著なもの 

㈲ 学術上重要な 発見をしたもの 

(3) 重要な発明をして ，その効果が 大きいもの 
(4) 技術上重要な 問題を解決して ，技術の進歩に 大きく貢献したもの 

2. 科学技術賞…… 1 件に @0 ぎ 正賞 : 金メダル・副賞 :300 万円 (2 件前後の予定 ) 

3. 候補者推薦件数…… 1 学 協会から 2 件以内 ( 昭和 63 年度に推薦された 候補者 ( 注 a.) は外 教 
とします ) 

4, 推 薦 者…… 学 協会の代表者 手 出 抽 鷹 続 ……所定の推薦 書 用紙に必要事項を 記載し，当会 宛 1 部 ご 送付 願 います。 

6.  推薦締切期日……平成元年 10 月Ⅱ 日 ( 水 ) 必着 
7. 選考方法……下記委員からなる 選考委員会を 設けて選考 し ，評議員会において 受賞者 

を 決定します。 

選 考 委 員 ( 順不同 ) 

委員長 吟 堀 和女 

近藤次郎 有馬 朗人 江口 吾朗 増子 昇 ， 家田 正之 

宮澤 辰雄 伊達 寒行 
8. 科学技術賞の 贈呈……平成 2 年 3 月の予定 

( 注 )  a, 。 推薦を受けた 候補者は，その 年度および次の 年度にわたって 選考の対象といたしてお 
ります。 したがって昭和 63 年度に推薦された 候補者については ，平成元年度候補者と 
して再度推薦の 必要はあ りません。 ただし昭和 63 年度の推薦以後において ，追加すべ 
き 顕著な業績又は 発表や受賞があ った場合は，昭和 63 年度推薦 書 (copy) に加筆して 
当会あ てご送付願います。 
b. 候補者は ， 必ずしも貫合会員であ ることを要しません。 貴 会の関連領域にあ る候補者 
についてもご 配慮願います。 

c. 受賞者は，原則として 上件 1 人とします。 特に複数であ ることを必要とすると ぎ は そ 
れらの研究者 の 寄与が同等であ ることを示して 下さい。 ただし，この 場合でも 1 件と 
して取り扱います。 
d. この科学技術賞は ，所得税法 ( 第 9 条 第 1 項 第 18 号二 ) の規定 K こより非課税となって 
います。 

( 推薦 書 提出先・連絡先 ) 

財団法人 東 レ 科 学 振 興 会 

千 279  千葉県浦安市美浜一丁目 8 番Ⅰ 号 ( 東レビル ) 

T  E  L  : (0473)  50 一 6103  F  A  X  ! (0473)  50 一 6082 
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第 30 回 ( 平成元年度 ) 平 成 元年 7 月 

東レ科学技術研究助成候補者推薦要領 

1. 候補者の対象                               貴学 協会に関する 分野で基礎的な 研究に従事し、 その研究の成果が 科 

学技術の進歩、 発展に貢献するところが 大きいと考えられる 独創的、 

萌芽的研究を 活発に行っている 若手研究者、 またはそのグループ。 

2. 研究助成金                               総額 1 億円前後、 1Q 件 程度としますが、 とくに重要と 認められる研究 

  

  

については 3,000 万円程度でも 助成を考慮します。 者 3 椎 薦 字協会の代表者および 推薦委員。 

4. 候補者推薦件数                               Ⅰ 学 協会から 2 件以内および 1 推薦委員から 1 件以内。 

5. 推 薦 手 続                               所定の推薦善用紙に 必要事項を記載し、 当会 宛 1 部 ご 送付 願 います。 

6, 推薦締切期日                               平成元年 to 月 11 官 ( 水 ) 必 帯 

7. 選 考 方 法                               下記委員からなる 選考委員会を 設けて、 提出された書類により 一次選 

者 を行い、 更に面接による 二次選考を経て、 評議員会において 決定し 

ます。 なお、 二次選考対象の 代表研究者の 方は、 平成元年 12 月下句 

または平成 2 年Ⅰ同上旬のいずれかに 面接をさせていただきます。 

選 考 委 員 ( 順 不同 ) 
・委員長 命 堀 和文 

近藤次郎 有馬朗人 江口吾朗 増子 昇 
家田正之 宮澤辰雄 伊達寒行 

8. 研究即成金の 贈呈                               平成 2 年 3 月，の予定 

( 注 ) a. 候補者は、 必ずしも貫合会員であ ることを要しません。 貴 会の関連領域にあ る候補者につ 

いてもご配慮 願 います。 

b.  環境問題等人類の 生存に関係の 深い基礎的な 研究についても、 ご 配慮いただければ 幸いで 

  す 。 ・ 

c.  この研究助成金は、 研究目的を達成するために 有効に使用されるものであ れば、 どのよ う 

に使われるものを 申請されても 結構です。 ただし、 助成金受領後、 その使途を変更する 必 

要 が生じた場合は 、 予め当会の承諾を 得ていただきます。 

助成金は使用期間の 制限があ りません。 

d. 助成金の受領者は、 年次毎に研究経過報告書を、 また研究終了時に 助成研究終結報告書を 
提出していただきます。 

e.  この助成金は、 所得税法 ( 第 9 条第 1 項第 18 号二 ) の規定により 非課税となっています。 

( 推薦 書 提出先・連絡先 ) 

財団法人東 レ 科 学 振 興 会 

〒 279 千葉県浦安市美浜一丁目 8 番 1 号 ( 東レビル ) 
TEL  : (047%  50 一 6103  FAX  : (0473) 50 一 6082 
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2. 山田科学振興財団関係の 助成金 

山田科学振興財団より 次の 2 件の募集がきています。 これらについては 学会の推薦を 必要と 

しませんので ，応募される 方は財団ょり 所定の用紙を 受け取られ，所属機関の 認定を受けた 上， 

直接財団に申請して 下さい。 

i ) 短期間来日援助 

  

ぱ ) 派遣援助 ( 短期間 / 長期間 ) 

援 助 名 募 集 開 始 申 込 期 限 

短 期 間 来 日 

(1990 年 4  月～ 1991 年 3 月分 )   1989 年 4 月 1  日   1989 年 11 月 30 日 

長 期 間 派 遣 
(1990 年 4  月～ 1991 年 3 月分 ) 

  
1989 年 4  月 1  日 

  
1989 年 11 月 30 日   

なお， 1990 年度山田科学振興財団研究援助につきましては ，学会の推薦を 必要とします。 

応募用紙送付 : 1989 年 9 月より 

学会内申請期限 : 1990 年 1 月末日 

応募用紙請求先 : 新事務局 
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山田科学振興財団短期間来日援助申込要領 
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業績を持っ在外の 研究者が、 学識を交換して 学術の国際交流を 促し、 又 研究を共にして、 

相互に研究の 学際的あ るいは国際的進展を 図る等を目的として、 短期間 ( 通例 3 カ月以内 ) 

来日するための 援助を行 う 。 
  

    彊 前金 

イ ．本年度の総額派遣援助と 併せて 6,500 万円の予定 
p. 渡航費、 滞在中の国内旅費、 滞在費等 

申込手枕 

ィ ．所定の用紙又はその 写しに必要事項を 記入する。 

p. 招 へい 状 、 推せん 書 、 連絡の往復古 借 、 申込者及び 

来日者の業績一覧表、 その他申込者 @C おいて補足 

説明を要すると 判断される場合は、 その説明書を 

添付する。 
ハ ． イ ． p. 共 おのおの 3 部ずつ ご 送付願います・ 

起坤 上の注意 

イ ． 黒 イソ ク で明瞭 @C 記入して下さい。 

p. 紙面不足のとき @C は、 同型同大の別紙で 追加して 

下巻方法 

選考委員によって 選考のうえ、 理事会が決定します・ 

彊考 結果の通知 

申込者にあ てて通知します。 

援助金の苗里 

申込者 @C あ てて適時贈呈します・ 

中林 宙 送付先及び連絡先 

財団法人 山田科学振 寒 財団 
(Yamada Science FoundatioD) 

T 駿 4 大阪市生野区 巽西 nT 目 8 番Ⅰ 号 

電話大阪 ( ㎎ )757 局 3311( 代表 ) 

下さい・ 

ハ ．外国人名は、 フルネームを 活字体で書き、 読みか 

たをフリガナで 示して下さい。 邦人名 @c はフ リ ガ 

ナを付けて下さい・ 

ニ ．欄外の脚 掛 c は記入しないで 下さい・ 

申込期限 

1989 年 11 月 30 日 (1990 年 4 月上日～ 1991 年 3 月 31 目 @C 

来日予定の方 ) 

付 

イ ・援助金の使途を 変更するとき @C は 、 予め本財団の 承 

諾を得て下さい。 
p. 申込者及び来日 割 c は、 援助による成果について 報 

告書の提出を 求めます。 
ハ ・成果について 刊行する場合には、 本財団の援助によ 

る首書き添え、 その別刷 2 部をお分けてきい・ 

ヱ ． ご 提出いただきました 申込 膏は 、 返却いたしません・ 
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山田科学振興財団派遣援助申込要領 

援助の趣旨 

本 財団は、 自然科学の基礎的分野における 重要かつ独創的な 研究に従事する 研究者を国 

外に派遣し、 学識を交換して 学術の国際交流を 促し、 又 研究を共にして 相互に研究の 学際 

的 あ るいは国際的進展を 図る等のために、 次の ィ， 及び ロ 。 の援助を行 う 。 

イ ．高度の研究業績を 持つ研究者を、 講演、 討 ロ ．高度の研究活動を 実施しつつあ る新進研究 

論等を 主目的として、 短期間 ( 通例 3 カ月 老君千名を、 協同研究への 直接参加を主目 
間 以内 ) 派遣するための 渡航費の援助 的として、 長期間 ( 通例 3 カ月～ ] 力年 

間 ) 派遣するための 渡航費、 滞在中の国内 

旅費、 滞在費等の援助 

拙 前金 申込期限 

本年度の総額来日援助と 併せて 6,500 万円の予定 イ ．短期間派遣 

申込 手捷 出発予定 月 より 4 カ月以前の月の 15 日 

所定の用紙又はその 写し @C 必要事項を紀人 し、 次の ( 例 :10 月に出発予定のときは 6 月 15 日が申込 期 

ィ ・ p. の各文書あ るいはそれらの 写しを添え、 おのお 限 に当・たる )   

03 部ずっ ど 送付 願 います， p. 長期間派遣 

イ 短期間派遣 @C あ っては、 1. 集会の内容を 紹介す 1989 年 11 月 30 日 (1990 年 4 月立耳へれ 991 年 3 月 31 

る 文書 例えば、 集会のサーキュラー 及び プ p グ 日 に出発予定の 方 ) 

ラム等 2. 講演・発表等の 要旨 3. 派遣先 と せ 昔方法 

交わした申込者又はこれに 代 8 人からの往復音信 選考委員によって 選考のうえ、 理事会が決定します・ 

等の連絡書信 4. 研究指導者又は 所属機関長の 避考結 果の 通ぬ 

推薦 書 5. 最近 3 ヵ年間の研究報告のリスト 申込者にあ てて通知します。 

p. 長期間派遣にあ っては、 1. 直接指導者又は 所属 援助金の時 呈 

機関長に ょ 6 本申込及び本研究に 対する評価又は 申込者にあ てて適時贈呈します。 

推薦の文音。 2. 派遣中の其体的な 研究計画書 申込 審 送付先度 ぴ 違格 先 

及びそれを本人が 英、 独あ るいは仏訳したもの 財団法人 山田科学振興財団 
3. 支人先の発行した 招へい 状 及 び 支人受諾を確 (Yamada@ Science@ Foundation) 

柾 する約定書 4. 派遣先と交わした 申込者又は 干 544 大阪市生野区 異西 n 丁目 8 番 1 号 

  これ lC 代 6 人からの往復有償等の 連絡書信 5. 電話大阪 (06)757 局 3311( 代表 ) 

研究報告のリスト 

籠枕上の注 窩 付 

イ ． 黒 イソ ク で明瞭 @C 記入して下さい。 イ ・援助金の使途を 変更するとき @C は 、 予め 木 財団の承 

臣 ．紙面不足のとき @c は、 同型同大の別紙で 追加して 諾を得て下さい。 

下さい・ p. 申込 剖 e は、 援助 C よ る放射 C ついて報告吾の 提出 

ハ ．外国人名は、 フルネームを 活字体で書き、 続 みか を求めます。 

た な フリガナで示して 下さい・邦人名 fC はフリガ ハ ．成果について 刊行する場合には、 本財団の援助に よ 

ナを 付けて下さい・ る 首書き添え、 その別刷 2 部をお分け下さい。 

=. 欄外の脚注には 記入しないで 下さい・ 臣 ． ど 提出いただきました 申込書は、 返却いたしません。 
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1990 年度 

m 山科学振興財団研究援助候補推薦要領 

援助の趣旨及び 内容 

1. 本 財団は，自然科学の 基礎的研究に 対して研究費の 援助をします。 実用指向研究は 援助 

の対象としません。 

2, 援助額は 1 件あ たり 300 ～ 700 万円，総額 6,000 万円，援助総件数は 10 件程度ですが ， 学 

会からの推薦及び 本 財団関係者からの 個人推薦の中から 選考します。 
3. 援助金を給与にあ てることはでぎませんが ，他の使途は 自由です。 

4. 援助金の使用期間は ，贈呈した年度及びその 次の年度の計 2 年度間とします。 

推薦方法 援助金の贈呈 選考結果の通知後適時贈呈し 

ィ ．推薦者 本 財団が依頼した 学 ( 協 ) 会の ます。 

代表者 推薦 書 送付先及び連絡先 

p. 推薦件数 1 推薦者ごとに 2 件以内 財団法人 山田科学振興財団 
ハ ．推薦手続 推薦者は，以下の 書類を整 (Yamada ScienceFoundation) 
え， ご 送付願います。 〒 544  大阪市生野区 巽西 IT 目 8 番 1 号 

1. 所定の推薦 書 用紙又はその 写しに 必 電話大阪 (06)  T5m 同 3311  W 代表 ) 

要事項を記入したもの。 4 部 研究の成果又は 会計の報告 

2, 添付書類 援助金の受領者に 対して，必要に 応じ，研 

記載上の注意 究 経過，研究成果，又は 会計について 報告 

ィ ．紙面不足のときには ，同型同大の 別紙で 書の提出 又は 発表を求めます。 

追加して下さい。 付 

". 推薦 書 1 ぺージ欄外の 脚注には記入しな ィ ．援助金の使途を 変更する場合には ，予め 

いで下さい。 本 財団の承諾を 得て下さい。 

ハ ．代表研究者は ，所属のあ る場合，当該 所 p. 研究成果を文書によって 発表される際に 

属の長から 本 援助の申込をすることにつ は ， 本 財団 ( 財団法人 山田科学振興財 

いての承諾を 得て下さい。 団， Yamada Science Foundation) の 

推薦締切期日 本財団へ推薦 書 が到着する締切 援助による旨を 記載し， 報 文の類にあ っ 

期日は 1990 年 3 月 31 日です。 てはその別刷 1 部，また著書の 類いにあ 

選考方法 選考委員会において 選考の うえ，理 ってはその 1 部をご寄贈願います。 

事 会が決定します。 ハ ・ ご 提出いただきました 推薦書及び添付 書 

選考結果の通知 1990 年 7 月末運 に 推薦者及び 類は ，お 返しいたしません。 

代表研究者等にあ てて通知します。 
  

研究者各位へ 

推薦者の項に 対応する 学 ( 協 ) 会は次 記 のとおりです。 学 ( 協 ) 会により締切期日及び 募集方法 

等 が異なりますから ，代表研究者は 応募の際， 各学 ( 協 ) 会にお問い合せ 願います。     日本物理学会 日本化学会 日本生化学会 日 木 動 物 学 会 日本植物生理学会 応用物理学会 高分子学会 日本生理学会 日本細胞生物学会 日 木 植 物 学 会 日本金属学会 日本農芸 イヒ 学会 日本遺伝学会 日本生物物理学会 日 本 鬼 疫 学 会 
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3.  ブレイソ サイヱ ンス振興財団関係の 助成金 

ブレインサイェンス 振興財団よりの 以下の 4 件の募集がきています。 応募される方は 9 月 1 

日 以降新事務局から 申請用紙を受け 取って下さい。 

日本発生生物学会内での 締め切りをⅡ同 20 日とします。 

第 4 回研究助成候補者推薦要領 

( 寄附行為第 4 条第 1 号，研究助成事業 ) 

平成元年 7 月 

財団法人 ブレイソ サイェソス 振興財団 

  

1. 趣 旨 

ブレイソ サ イェンス研究分野において ，独創的で国際的評価に 値する研究を 助成する。 研究 

分野は，脳神経に 関する実験研究のみならず 理論・ モヂリ ソグ研究をも 含む。 候補者は，単独 

であ っても，また 共同研究であ ってもよいが ，なるべく若い 研究者の推薦を 希望する。 

2. 研究助成金 

助成額は工 件 100 万円，助成件数は 8 件以内とする。 

3. 推薦者 

㈲ 関係各学会代表責任者または 所属機関の長とする。 

(2) 当 財団の理事および 評議員とする。 

4. 推薦件数 

1 推薦者から 1 件に限る。 

5. 推薦方法 

所定の用紙に 必要事項を記入し ，当財団に提出する。 ( 複写用紙を用いてもよい ) 

6. 推薦締切目 

平成元年 12 月 20 日 ( 水 ) とする。 

7, 選考の方法 
選考委員会において 選考 し ，理事会において 決定する。 

8. 採否の通知 

平成 2 年 3 月末日までに 推薦者あ て，採否を通知する。 

9. 助成金の交付 
助成決定者に 対しては，平成 2 年 5 月末までに研究助成金を 送呈する。 

10 ， 助成金の使途 

助成金は，推薦書記載の 通り使用することを 原則とする。 なお，経理報告書を 平成 3 年 4 月 

申に提出すること。 

lT,. 成果の報告 
研究の成果については ，平成 3 年 4 月中に成果報告を 当財団に提出するものとする。 また， 

財団主催の研究会において 発表を御願いする。 助成金に よ る研究を専門誌に 発表する場合に 
は， " 財団法人ブレイソ サイヱソス 振興財団 ( 英文の場合は ， Brain Science Foundation) 

の助成による " 旨を書き添えること。 

推薦 書 提出先および 連絡先 

財団法人 ブレインサイ ェソス 振興財団 

干 104 東京都中央区八重 刑 2 丁目 6 番 20 号 
電 話 03 (273) 2 5 6 5 ( 直通 ) 
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第 4 回塚原 晃 記念賞受賞候補者推薦要領 
( 寄附行為第 4 条第 2 号，褒賞事業 ) 

平成元年 7 月 

財団法人 ブソ インサイニンス 振興財団 

  

1 。 趣 旨 

生命科学の分野において 優れた独創的研究を 行っている 45 歳以下の研究者 ( 国内外を問わない 力 

忙 対して塚原伸晃記念賞を 贈呈する。 

2. 褒賞金 

贈呈件数は 2 件以内とし ， ‥賞牌ならびに 副賞 (1 ㏄万円 ) を贈呈する。 

3. 推薦者 

㈹関係各学会代表責任者または 所属機関の長とする。   

(2) 当 財団の理事および 評議員とする。 

4. 推薦件数 

1 推薦者から 1 件に限る。 

5, 推薦方法 

所定の用紙に 必要事項を記入し ， 当 財団に提出する。 ( 複写用紙を用いてもよい カ 

6. 推薦締切目 

平成元年 12 月 20 日 ( 水 ) とする。 

7. 選考の方法 
  

選考委員会において 選考 し 、 理事会において 決定する。 

8. 選考結果の通知 

平成 2 年 3 月末日まで 仁 推薦者および 受賞者あ て通知する。 

9. 塚原伸晃記念賞の 贈呈 その他 

贈呈決定者に 対して，別途通知する。 

推薦 書 提出先および 連絡先 

財団法人 プレイソサイ ヱソス 振興財団 

〒 104 東京都中央区八重刷 2T 目 6 番 20 号 

電話 (03)273-2565( 直通 ) 
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第 3 回海外研究者招牌助成候補者推薦要領 
( 寄付竹 ゐ 第 4 条第 3 号，国際交流事業 ) 

平成元年 7 月 

財団法人 ブレインサ ィヱ ンス振興財団 

] . 趣 旨 

プレイソ サイェソス 研究分野において ，独創的テーマに 意欲的に取り 組んでいる覚国人研究者の 

招鵬 ( 旅費または滞在費 ) を助成する。 

ただし，助成金は ，外国人研究者を 招 聴 する舜人文仁者に 交付する。 

2. 招 鵬の時期 

平成 2 年 4 月 1 日から平成 3 年 3 月 31 日の間に外国の 研究者を招 鴨 するもの。 

3 。 助成予定額 

は ) 予算として 100 万円を計上している。 

(2) 1 件あ たりの助成額は ，往復の航空運 負 または滞在費とし 50 万円までを限度として 必要領を 

助成する。 

4. 推薦者 

㈹関係学会代表責任者または 支人責任者の 所属機関の長とする。 

(2) 当 財団の理事および 評議員とする。 

5. 推薦件数 

1 推薦者から 1 件に限る。 

6. 推薦方法 

所定の用紙に 必要事項を記入し ， 当 財団に提出する。 ( 複写用紙を用いても 良い カ 

7. 推薦締切目 

平成元年 12 月 20 日 ( 水 ) とする。 

8. 選考の方法 

選考委員会において 選考 し ，理事会において 決定する。 

9. 採否の通知 

平成 2 年 3 月末日までに 推薦者あ て採否を通知する。 

]0 ．助成金の交付 

助成決定者に 対しては，平成 2 年 4 月から必要に 応じて舜人責任者に 送呈する。 

Ⅱ．助成金の 使途 

外国人研究者招牌助成金は ，推薦書記載のとおり 使用することを 原則とする。 

]2, 成果の報告 

招 時の成果について ，招牌後 2 ケ月 以内に受入費仕者より 報告書を当財団に 提出すること。 

推薦 書 提出先および 連絡先 

財団法人 プレイソサイ ェソス 振興財団 

〒 104 東京都中央区八重洲 2T 目 6 番 20 号 

電話 (03)273-2565( 直通 ) 
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公募のお知らせ 

  

平成 2 年度 

日本学術振興会ナポリ 臨海実験所 

派遣研究者募集要項 

平成元年 4 月 

日本学術振興会 

1.  趣旨 

日本学術振興会は ，国際学術交流事業の 一環として，昭和 40 年以来イタリアのナポリ 臨海 実 

険所 (Stazione Zoologica di Napoli 一別添資料参照一 ) に研究者を派遣している。 なお，こ 

の事業は昭和 59 年度から， 木 会とイタリア 学術研究会議 (National Research Council of 

Italy-CNR) との間で実施している 研究者交流事業の 下で実施している。 

2. 応募資格 

派遣の対象となる 者は ， 我が国の大学等学術研究機関において 常勤の研究の 職 肛 就いている 

研究者であ ること。 但し，長期派遣研究者については ，平成 2 年 4 月 1 日現在，年齢 40 歳以下 

の者とする。 

3. 対象分野 

海洋生物学の 分野 

4. 募集人員・派遣期間 

金短期派遣研究者 教授・助教授赦   1 人 

令長期派遣研究者 助手板 1 人 

15 日～ ェケ 同 

4 ～ 6 ケ月 

5.  経費負担区分 

金本会負担 : 往復渡航費 

金 CNR 負担 : 滞在費一短期 100,000 リラノ 日 

長期 1,600,000 リ ラノ 月 

国内旅費 ( イタリア国内 ) 一実費支給 ( 但し，短期 4 ケ所 ，長期 2 ケ所 まで ) 
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ナポリ臨海実験所 

ナポリ臨海実験所は ， 1874 年ドイツ人 Anton Dohrn によって創設された 臨海実験所で ，海 

洋生物の豊富な 地中海のほ ぼ 中央に位置し ， 古い歴史と伝統を 誇る国際的な 研究機関であ り， わ 

が 国と同実験所との 関係はすでに 90 年に及んでいる。 特に戦後は昭和 31 年 以来，毎年研究者を 派 

遣しており， またそのための 分担金も拠出する 等，関係諸国のなかでも 密度の高い協力関係を 生 

じている。 

ナポリ臨海実験所には ，現在 1.  比較生仏，生理学 ( 生化学，細胞生物学，神経生物学の 3 

研究室 ), 2.  生態学および 海洋学 ( 生物海洋学，海産植物学の 2 研究室 ), 3.  底生生物生態学 

( ィ スキヤ支所 ) の 3 部門があ り，水族館，標本室，図書室などが 付属している。 これらの研究 

室では，主として 次のよ 5 な 研究が行われており ，同実験所へ 派遣される研究者は ，なるべくこ   
れらの研究グループと 協同研究を行 う ことが要望されている。   

ェ ． 生化学研究室 

  ウニ胚の発生における DNA およびヒスト ソ のメチル化，海産動物からえられる D- ア， 

/ 酸 および アデ / ク p ふめ 作用 

2. 細胞生物学研究室 

  

海産無脊椎動物，特にホヤの 受精における 卵 ・精子相互作用 

3. 神経生物学研究室 

海産動物卵の 受精における 電気的現象，海産動物の 神経生理 

4,  生物海洋学研究室 

ナポリ湾の生態系，覚洋動物性プランクト ソ の群集 

5, 海産植物学研究室 

植物性プランクト ソ に関する生態生理学 

6.  底生生物生態学研究室 ( イスキヤ支所 ) 

底生生物の生態学， Posidonia の生態系 
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POSTDOCTORAL@ POSITION 

  

    

IN DEVELOPMENTAL NEUROBIOLOGY 

A@ postdoctoral@ position@ available,@ pending@ funding@ approval,@ to@ study@ the@ cellular 

and molecular mechanisms of neural crest cell differentiaton ， This research uses a 

wide@ variety@ of@ techniques@ including@ cell@ culture,@ fluorescence ， activated@ cell@ sorting, 

molecular@ biology,@ and@ immunological@ methods@ to@ probe@ basic@ mechanisms@ concerning 

the control of neural crest cell development ． Three recent references are     

Christie, D ， S ・ , Forbes ， M ， E ・， and Maxwell ， G ， D ・ (1987) Phenotypic properties of 

catecholamine ， positive@ cells@ which@ differentiate@ in@ avian@ neural@ crest@ cultures   

J ， Neurosd ． 7:3749-3763. 

Maxwell ， G ． D ， and@ Forbes ， M ， E ． (1987)@ Exogenous@ basement@ membrane ， like@ matrix 

stimulates@ adrenergic@ development@in@ neural@crest@cultures ， Development@ 101:767 ・ 

776.   

MaXwe Ⅱ， G. D., ForbeS,  M. E 。 and  ChHstie, D.S. (1988)  Analysis  of  the  development 

of@ cellular@ subsets@ present@ in@ the@ neural@ crest@ by@ cell@ sor Ⅰ     ng@ and@ cell@ culture   

Neuron 1;・ 

The@ laboratory@ is@ located@ at@ the@ University@ of@ Connecticut@ Health@ Center@ in 

Farmington ， Connecticut ， Farmington is a very safe and pleasant community located 

just@ outside@ Hartford ， Connecticut ・ It@ is@ within@ easy@ driving@ distance@ of@ Boston@ and 

New@ York   

Applicants should have a strong background in biology with particular emphasis｛n 

cellular@ and@ molecular@ approaches   

Please@ send@ a@ curriculum@ vitae,@ statement@ of@ research@ interests@ and@ 3@ references@ t0     

Dr ， Gerald D ， Maxwell 

Department@ of@ Anatomy 

University of Connecticut Health Center 

263@ Farmineton@ Avenue 

Farmington ， Connecticut@ 06032 

U. S. A. 
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講演会のお知らせ 

  

  

  

第 39 回 科学講演会開催計画 

催 主 財団法人 東レ科学振興会 

千葉県浦安市美浜一丁目 8 番 1 号 ( 東レビル ) 

T  E  L  0473  (50)  6  1  0  4 
  

後 援 : 朝 日 新 聞 社 

と き :  平成元年 10 月 4 日 ( 水 ) 

開場 17 時 30 分 
  

開演 18 時 010 分，終演 20 時 45 分 

とこ ろ     ょみぅり ホール   
東京都千代田区有楽町 l 一 nl 一 1 

読売会館 ( そごう ) 7 階 (JR 線 有楽町駅都庁口双 ) 

テーマ     " これからの情報 " 

一 学問・教育そして 応用をめぐ っ て一 

  

1. 情報科学の体系を 求めて 一 技術から理論へ 一 

熊谷大学理工学部長 
坂井 利之 

京都大学名誉教授   

Ⅱ， ソフトウェア 科学の目標と 新しい基礎付け 

東北大学工学部教授 
伊 藤 貴 康 

( 情報工学科 ) 

その他 :  入場無料，定員 1100 名 

奏 予約の必要はあ りません。 

夫 満員の場合は 入場をお断りすることがあ ります。 
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平成元年 5 月 日本学術会議広報委員会     網               
日本学術会議は ， 去る 4 月 19 日から 21 日まで 第 107 回総会 ( 第 14 期 3 回目の総旬を 開催し，第 14 期初めての勧告を 採 
抗 しましたが，今回の 日本字 術 会議だよりでは ，同総会の議事内容等についてお 知らせいたします。   囲帝テデタ   @   。 " 一 

日本学術会議第 107 回総会報告 
第 3 日 (4 月 21 日 ) 午前には，今回設置された 前述の人 
間の科学特別委員会の 1 回目の委員会をはじめとして ， 各 合 。 第第 1] ㎝ 日 回（ 総 4 人ヰ 月 の l 9 主日 ) な 講の 事牛 概 前 要 。 はま 次 ず の ， と会 長 お りか で ち あの 前 っ た 回 縦 紋 特別委員会が ，午後には，各常置委員会が ，それぞれ開催 

以後の経過報告及 び 各部・委員会の 報告が行われた。 次い された。 
で ，今回総会に 提案されている 6 案件について ，それぞれ 

提案説明がなされた 後，質疑応答が 行われた。 続いて，こ 
大学等における 学術研究の推進につ 
い て一研究設備等の 高度化に関する 

れるの 6 案件のうち， 「人間の科学特別委員会」を 設置す 緊急提言一 ( 勧告 ) [ 要旨 ] 

6 た。 案件については この件は，前回総会 ，直ちに採決が ( 昨年 10 行われ，設置が 月 ) において第 決定され 14 期活動 大学等を中心とする 学術研究の財政基盤の 現状は ， 甚だ 
計画並びにそれに 基づく 第 Ⅱ期の特別委員会の 設置が決定 憂慮すべき事態におかれており ，この事態を 見過ごしては 
された附に，その 付帯申合せとして ，この「人間の 科 字 」 ・悔いを後世に 残すことになる。 したがって，長期的観点に 
については，その 具体的な進め 方に関し，予め 検討，整理 立って，特に 基礎研究を育成し ，人類の知的共有財産であ 
な 行った後に， 当 特別委員会を 設置させることとされたた る科学・技術の 発展に積極的に 貢献することは ，経済大国 
め ，前回総会後に ，検討会が設置され ，問題点の整理が 行 と呼ばれるよ う になった我が 国の当然の責務であ り， 今こ 
われてきたものであ る。 そ ，この責務を 果たすべき時であ る。 

第 Ⅰ日の午後。 各部会が開催され ，午前中に提案説明さ 日本学術会議では ，昭和 f62 年 4 月に「大学等における 学 
れた総会提案案件の 審議及び設置が 決定された「人間の 科 術予算の増額について」の 要望書を政府に 提出した。 大学 
学 特別委員会」の 委員の選出等が 行われた。 等における学術研究予算を 一般の予算要求基準の 別枠とす 

第 2 日 (4 月 20 日 ) の午前。 前日提案された 案件の審議 ることが肝要であ る。 
  採決が順次行われた。 特に，早急な 対策を検討する 必要があ る諸点の中で ，今 
まず，第 6 部世話担当の 2 研究連絡委員会の 名称変更 回 ，緊急に次の 措置を取るよ う 勧告する。 

( 土壌肥料学研道づ 土壌・肥料・ 植物栄養学研 連 ，海水理 我が国の研究経費において ，国費の負担割合を 引き上げ 
工学研道 ヰ 海水科学研 連 ) に伴う，会則及び 関係規則の一 つっ，基礎研究を 重視してこれを 推進する観点から ，国立 
部 改正が採択された。 学校特別会計予算，私大助成及び 公立大学補助の 各予算に 
  次いで， 「副会長世話担当研究連絡委員会の 運営につい ついて格段の 増額を図る必要があ り，その際，特に 研究 設 

て ( 申合せ ) の一部改正」が 採択された。 これは，副会長 備の整備充実を 図るべきであ る。 

世話担当研究連絡委員会の 在り方についての 抜本的な検討 そのためには ，国立大学の 研究設備費や 公立大学，私立 
とは別に，当面の 措置として，副会長世話担当研究連絡委 大学等への研究設備費補助金を 飛躍的に増額する 措置を取 
員会のより円滑な 運営及び担当副会長の 世話機能の充実を ること，一大学では 措置しにくい 大型設備については ，全 
図るために，必要な 措置を講じたものであ る。 国的規模の共同利用設備や 昭和 62 年 4 月の「地域型研究機 
続いて，「アジア 社会科学研究協議会連盟 (AASSREC@  関 ( 仮称 ) の設立について」の 本会議勧告においても 指摘 
への加入について」が 採択された。 これは，平成元年度予 している共同村 m 機器センターを ，重点的に早急に 整備し 
填 において，当該団体への 分担金の支出が 認められたこと ていくことが 必要であ る。 人文・社会科学系についても ， 
に伴い，当該団体への 本会議の加入を 総会として議決した 昭和㏄年 4 月の「大字等における 学術諸分野の 研究情報活 
ものであ る 0 動の推進について ( 要望 ) 」のとおり，コンピュータや 原 

さらに，第 4 常置委員会の 提案による「大学等における 資料，文献，図書コレクションとその 利用のための 機器や 
学術研究の推進について 一 研究設備等の 高度化に関する 緊 ネットワークなどの 整備が極めて 重要であ る。 

急 提言 ( 勧告 ) 」が採択された。 この勧告は，第 14 期にな なお，我が国の 基礎研究を限られた 人的・物的資源のな 
って採択された 初めての勧告であ る。 なお，この勧告は ， かで，より一層有効に 推進していくためには ，大学等と各 

同日午後直ちに 内閣総理大臣に 提出され，関係機関等に 送 省庁の研究機関の 基礎研究に関する 研究設備の相互利用と 
付されたにの 勧告の詳細は ，別掲参照 ) 。 それを通しての 研究者の相互交流を 推奨 サる 方策を採るべ 
第 2 日の午後。 「人間の科学」について ，自由討議が 行 きであ る。 その際，国の 手続きを一段と 簡素化，迅速化す 
わ れたにの自由討議の 詳細は，別掲参照 ) 。 るなど制度の 改菩を図る必要があ る 0 
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解合中の自由討議一人間の 科学一 

今回総会の第 2 日目の午後には ， 1 時から 3 時間にわた 

って「総会中の 自由討議」が 行われた。 これは，会員のた 

めの一種の勉強会で ，総会行事の 一環として， 従 釆から， 

行われてきたものであ る。 今回は，第 14 期活動計画の 中で， 
第 14 期の具体的審議課題の 一つとして掲げられている「人 
間の科学」という 課題を取り上げて 行われた。 

自由討議は，相場 博保 第 6 部会員の司会のもとに ，まず， 

近藤次郎会長から ， 「世界人口が 50 億を超え，来世紀には 
1 ㎝億を突破する。 人類の繁栄が 人類の破滅を 招くおそれ 

があ る。 今 総会での人間の 科学特別委員会の 設置は，新聞 

・テレピでも 報道どれたので・ 早速一般市民や 研究者から 

も好意的な反響があ った。 人間のため科学のあ り方を考え 
ることは学術会議にふさわしい 命題であ ると考える。 」と 

の開会の辞があ り，続いて，下記の 4 人の会員による 意見 

発表が行われ ，さらにこれらの 意見発表に対する 質疑応答 

等がなされ．最後に ，中山和久第 2 部会員の閉会の 辞があ 

り，終了した。 なお・この討議の 内容は・後日， 日 半双書 

として出版される 予定であ る。 

4 会員による意見発表の 要旨は，以下のとおりであ った。 

]. 人面と「 人 問の科学」 
肥田野 直 ( 第 1 部会員   心理 字 ) 

「人間の科 字 」を検討する 際に考慮すべき 二つの点につ 

いて提言したい。 第一は人間が 何を意味するかという 点で 

あ る。 これは，個体 ( 個人 ), 人間集団 ( 社会 ), 人類の姉 
つのレベルが 考えられる。 個人は身心の 統一体であ り， 心 

は ( 知性と感性，あ 自己を中心とするミクロコスモスとして るいは 失 Ⅱ情意の三つの 側面をもち，自我 抱 えることが 

できよう。 時間の面からは ，個人は成長発達，社会は 歴史・ 

人類は進化の 観点から把握することができよう。 第二は人 

間と「人間の 科 字 」との関係であ る。 これは，研究対象と 

しての人間，研究主体としての 人間，及び研究目的として 

の人間すなわち 人間のための 科学という姉つの 立場が考え 

られるであ ろう。 

2. 「人面の科学」への 接近 
田舞 臆昌 ( 第 3 部会員   経営学 ) 

「人間の科 字 」は，諸科学の 特性を認識すると 同時に相 

互の誤解をとき ぼ ぐし・人文・ 社会科学と自然科学をべ ー 

スとした総体としての 科学を醸成し ，生命と生活とを 総合 

して者 26 科 早 をねらいとしている。 い わりる生命尊厳を 
抽象化して考えるだけに 留めないでその 内容をより具体的 

に解明することであ る。 

さらに，次のような 事項を検討して い くべきであ る。 

伝統的科学概俳， 「人間の科学」の 必要性，総合科学と 
しての「人間の 科学」，科学哲学の 再吟味。 

3, 上林と文明とのディスクレパンシー 
埴康 和節 ( 第 4 部会員・人類学 ) 

生物の体は本来保守的であ り，したがって 急激な進化は 

起こりにくい。 これに対して 文明の発展はポジティブ・フ 

ィードバックの 作用により， 2 次関数曲線を 描いて急速に 

発展する。 とくに最近の 科学・技術の 発展に伴って 環境は 

急激な変化をとげたが ，生物の進化がそれに 伴っ。 て 進んで 
いるとは言い 難い 0 ここに文明と 生体との間に 大きなディ 

スクレパンシーが 生ずる理由があ る。 

人体について 實 えば，われわれの 体は 1 万年以上前の 旧 
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石器時代の環境に 適応している。 しかし現実の 環境は旧石 

器時代とは著しく 異なり，人体の 適応の限度を 超えている。 

これは文明の 発展が必ずしも 望ましい方向に 進んではいな 

いという一例であ ろう。 

4. 「人間の科学」の 背後にあ るもの 
井口 窩 ( 第 7 部会員・外科系科学 ) 

科学を真に人類の 福祉に役立てようとするときに 必要な 

ことの中には・ 科学を行 う 心と科学を活用する 心とは区別 

しておかなければならないということではなかろうか。 で 

はそのときの 判断の基準はどこに 求めたらよいのか。 私は 

「人間存在の 理法」とも言 う べき概念に操り 処をおきた い 

と思，ぅ 。 

30 億年の生命の 歴史の中で精神をもつ 生物として人間が 
出現しこの人間は ，ほんの 3 ㏄ 午位 前から科学の 道を歩 

みはじめたばかりであ る。 しかし宇宙の 秩序の本質は ，あ 

る面は知性によって 抱 えられ，あ る面は感性によって 生得 

的に人間の脳に 刻みこまれているはずと 私は考える。 我々 

は「人間存在の 理法」を沈思して ，それとの調和の 下に人 

類の繁栄の道を 探求して行かねばならぬと 8, ぅ 。 

平成元年度における 学術研究集会等開催予定 

本会議では，毎年，本会議の 登録学術研究団体及び 広報 
協力学術団体に 依頼して，これらの 各団体の翌年度におけ 

る手術研究集会等の 開催予定について 調査を行い，その 結 

果を， 「学術研究集会等開催予定一覧」としてとりまとめ 

ている。 平成元年度分ほついては ，昨年 11 月に調査を実施 

したが，調査を 依頼した学術研究団体数は 9 ㏄団体で， 回 

答 のあ った団体数は ， 876 団体であ った。 

このたび，その 結果がとりまとめられたが ，それによる 

と，回答のあ った団体からもたらされた 開催予定の字 術 研 

究集会等の数は ，延べ約 3,3 ㎝に達している。 その分野ご 
との内訳は次のようになっている。 

往 : 学術研究団体の 関係する部が 複数の場合には ，当 

該集会等を関係する 部にそれぞれ 計上したので ， 

延べ数であ る。 

1@1 「 

  
御意見・お問い 合わせ等があ りましたら，下記ま 
でお寄せください。 

〒 1 ㏄東京都港区六本木 7 一 22 一 34 
つ ll 

し 一一二王 ミ理 会議広報委員会一貫 要コ雙 幾ど 笘 Ⅰ 

  

  



  

会 員 異 動 

く 新入会員 ノ 

( 氏 名 )     
斉藤康典筑波大・ 下田由海   〒 415 下田市 R-l0-1 

実験センタ一 

松元 隆夫 日立基礎研 〒 185 国分寺市東恋ケ 窪 

1-280 

佐藤 英二 浜松医大・生仏Ⅱ 〒 4%-31 浜松市半田町 3600 

㈱藤原 裕子 三菱化成生命 研 ・哺 〒 194 町田市南大谷 11 

乳発生 

深町 博史 東大・ ロ ・動物 〒 113 文京区本郷 ト 3 Ⅱ 

鳥山 優 静岡大・教養・ 生物 〒 422 静岡市大谷 836 

㈱山田 一実 東大・ 理 ・動物 〒 113 文京区本郷 7 ヨ -1 

( ①テーマ ②材料 う 

①ホヤの自己認識機構 

② イ タ ホヤ 

①構造生物学 

①ツメガエルの 発生 

②アフリカツメガエル 

①初期発生の 遺伝子発現 

機構 

②マウス 

①上皮細胞の 増殖分化の 

制御機構 

②マウス， ラット， ヒト 

①ウニ 胚 中心体の タソ " 

ク 0 機能 

②ウニ 

①ウニ 胚 フリルスルファ タ 

  

学 小 坂 淳 基 生所・形態形成 

一ゼ 遺伝子の発現機構 

②ウニ 

〒 444 岡崎市明大寺町 字 ①色素上皮細胞の 分化転換 

西郷 中 38 機構 

②ニワトリ 

渋谷 徹 食品薬品安全センター 〒 257 秦野市落合 729-5 

松本 線 東工大・ 理 ・生命理学 〒 152 目黒区大岡山 2-12-1 

森 千里 東大・ 医 ・解剖 T 〒 606 京都市左京区 

吉田近衛町 

沢田佳一郎 粟生 研 〒 444 岡崎市明大寺町 

西郷 中 38 
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①始原生殖細胞 

②マウス 

①精子形成・ 受精 

②マウス， ヒト ヂ 

①哺乳類の初期発生にお 

ける成長因子の 発現 

②マウス， ラット， ヒト 

①網膜色素上皮細胞の 分 

化転換機構 

② = ワトリ 



( 氏 名 )     
谷口 実 細胞生理化学研 〒 965 会津若松市東栄町 

1-34 

落合 廣 北天・ 理 ・生物 〒 060 札幌市北区北 10 条 西 

8 丁目 

野村 彰 東大・ 理 ・動物 〒 606 京都市左京区北白川 

追分町 

山下 荷 治 徳島大・ 歯 ・口腔 解 〒 770 徳島市蔵 本町 3-18-15 

剖 Ⅱ 

㈲内山 英 穂 東大   理   動物 

㈱三木 清史 名大   農   主 化 制御 

㈲高橋 雄 東大   理   動物 

㈱長沢 康男 東大   薬   微生物 

㈱坂井 階 

㈱伊藤 啓 

㈱山田 俊平 

  

㈱佐藤 元・ 治 

㈱若松 義雄 

東大・ ロ ・物理 

東大・ 埋 ・物理 

東京 医 商大・ 歯 

顎研 発生 

名犬・ 哩 ・生物 

愛媛大・ 理 ・生物 

名犬・ 理 ・分子生物 

〒 113 文京区本郷 7-3-1 

〒㍼ 丑 名古屋市千種区 

不老町 

〒 113 文京区本郷 7-3-1 

〒 113 文京区本郷 7-3-1 

〒 113 文京区本郷 7-3-1 

〒 113 文京区本郷 7- ㌻ 1 

〒Ⅱ 3 文京区湯島 1- ㌃ 45 

〒 4114 Ⅲ名古屋市千種区 

不老町 

〒 790 松山市文京 町 2-5 

〒 464 名古屋市千種区 

不老町 

( ①テーマ ②材料 ) 

①細胞分化，形態形成 

② シ " ウジ， ウ " エ ， ザ 

リガニ 

①細胞間接着と 細胞分化 

② キ イロタ マホコりカビ 

①受精卵の細胞周期 

②イトマキヒトデ 

①骨芽細胞の 起原と分化 

②ラット， マウス 

①神経分化   
② C. elegans 

①細胞分化，形態形成 

②テラトカルシノーマ。 

①唾液腺原基の 形態形成 

②マウス 

①発生におけるレクチン 

0 機能 

② セ ソチ ヱク " ェ 

①筋肉の分子生物学 

② シ 。 ウジ 。 ウバエ 

①神経発生 

② キ イロショウジョウバエ 

①発生，ガンと 遺伝子発現 

②マウス 

①昆虫の変態に 関わる遺 

伝子の発現 

②カイコ 

①初期卵割と 細胞分化の 

関係 

②マウス 

① N,myc 遺伝子の発現 

と機能 

②ニワトリ 
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く ① テ   マ ②材料 ) 

① タソノくクの 生合成機構 

②カイコ 

①精子形成における 核タ 

ソノくクの 解析 

② ア カハライモリ ， アフ 

リカツメガ エ ル 

①テ ラ トカルシノーマの 

分化 

( 氏 名 ) ( 所 属 )   
㈱中藤 博志 都立大・ 理 ・生物 〒 158 世田谷区深沢㌻Ⅱ 1 

㈱日吉裕展   熊大 ， 理 ・生物 〒 860 熊木市黒髪 た 39 Ⅱ 

㈱三輪 陽子 理研・筑波ライフサイ 〒 305 つくば市高野台 

エンスセンター・ 分子 3 一 1 一 1 

  

腫瘍 ② PCC 3 
  

北島 健 東大・ 理 ・生仏 〒 u3 文京区本郷 7-3-1  ①初期発生における 複合 

糖質の関与 

②ニジマス， メダカ， カ 

  

エル 

木谷 総 理研・筑波ライフサ ィ 〒 305 つくば市高野台 ①神経細胞の 増殖・分化 

ヱソスセ ソタ 一 3 一 1 一 Ⅰ ②マウス 

子株孝司田辺製薬・ 安全 研 〒 552 大阪市淀川区加島 ①イオソチ。 シ ネ 、 ルと 発生 

3 Ⅱ 6 一 89 ②マウス，ラット ，ニワトリ 

高橋 直樹 格 大 ・ 理 ・分子生物 〒 464 名古屋市千種区 ①遺伝子発現調節 
  

不老町 ②マウス， ヒト 

野地 澄晴 岡山大・ 歯 ・口腔生仏 〒 700 岡山市鹿田町 2-5-1  ① 手と 歯の発生 

②ニワトリ， マウス 

浜崎 浩子 千葉大・ 医 ・高次機能研 〒 280 千葉市女皇 1-8-1 

小野 謙一 ヘキストジャパ ソ 〒 350 川越市南台 3-1-2  ①細胞間相互作用 

医薬研・細胞生物 ②哺乳動物細胞 

藤原 晴彦 東大・ ロ ・動物 〒 113 文京区本郷 7-3-1  ① " ターン形成とモザイク 

②カイコ 

㈱嶋村 健児 京人・ 理 ・生物物理 子 606 京都市左京区 ①細胞接着 

化白川追分 甘り ・ ②マウス， ニワトリ 

㈱平野 伸二 束 大 ・ 埋 ・生物物理 〒 606 京都市左京区 ① カド へり ン 

北 白川追分町 ② ハヱ 

㈱吉木 津 理研・ライフサイ ヱソ 〒 305 つくば市高野台 ①キメラによる 発生解析 

ス研 3 一 工一 1 ②マウス 
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( 氏 名 ) ( 所 属 ) ( 住 所 ) 

㈱小出水圭子東京理大・ 理工・応用 〒 278 野田市山崎 2f641 

生物 

㈱小久保博 樹 東京理大・理工・ 応用 〒 278 野田市山崎 2641 

生物 

㈲土田 一人東京理大・ 理工・応用 〒 278 野田市山崎 2641 

生物 

小野里地養殖 研 〒 519-04 三重県度会郡 

玉城町旦日 224-1 

矢内 債 昭 東北大・抗酸 研 〒 980 仙台市青葉区 

細胞生物 皇陵 町 4 Ⅱ 

( ①テーマ ②材料 ) 

①細胞と っトリ " クス の 

相互作用 

②ウサギ角膜内皮 

①網膜の分化とヒストン 

②ニワトリ 

①真核生物の 遺伝子発現 
  

制御 

②ニワトリ 胚 色素上皮 

①染色体操作 

②魚類 ( サケ，コイノ 

①血球分化 

②マウス 

①細胞分化 

② ヒト ， マウス， ラット 

①生殖腺の発生分化   

②クロサンシ ， ウウオ， 

イモリ 

①ウニ骨片形成の 分化機 

構 

②ウニ 

㈱里村 一人 徳島大・ 歯 ・口腔覚科Ⅰ 〒 770 徳島市蔵 本町 

3-18 イ 5 

㈲熊倉 雅彦 新潟大， 理 ・生物 〒 鮒曲 新潟市五十嵐 

2 の町 8050 

㈱久野 慎一 早大・教育・ 理学   〒 169 新宿区西早稲田 

1-6-1 

一 32  一 



）
 
属
 

 
 

ノ
 
更
 
変
 
所
 
住
 
）
 

属
 
・
 
名
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（
 
山本 好 久 日本たばこ産業・ 医薬研 

谷村 明彦 東日本学園大・ 歯 ・薬理 

大石 浅子 三重大・生物資源 

崎山 妙子 四天王寺国際仏教大 

刀祢 重信 和歌山県医大・ 出札 

八巻 敏雄 

勝木 元 也 東海大・ 医 ・ DNA 生物 

小向 正 泰 日本医大，薬理 

横山 岳 東京農工大・ 農 ・蚕糸生物 
  

上田泰次   東京理大，理工・ 応用生物 
( 復 活 ) 
倉淵 真吾 日本梅天・解剖Ⅱ 

竹内 陸 三菱化成生命 研 ，発生 

森中 敏行 大阪府立池田地 高 

石川 優 椙 山女学園大・ 人間関係 

大西 英繭 岡山理人・基礎理学 

赤坂 甲 、 治 広島大・ 理 

学
 
4
 
ヒ
 
七
 
%
 

農
 

研
農
 
体
 

 
 本
化
 

日
東
 

一
同
 
裕
之
 

谷
野
 

金
巾
 
浜田 新宅 滋 賀医大・病理   

氷山 正雄 東海大・ 医 ・神経内科 

中山 広樹 阪大 ・ 医 ・病理 

岡本 光正 名犬， 理 ・分子生物 

日野 晶也   神奈川大・ 棚 ・応用生物 

鈴木 一好 NKK バイオ開発 セ ソタ 一 

一
局
 

台
 
王
 
明
 
山
 
福
 

治
 
冗
 

藤
 
佐
 

く退 

( 住 所 ) 

  〒 227 横浜市緑区梅 ケ丘 6-2 

〒 fo6H-02 石狩郡当別町金沢 1757 

〒 514 津市江戸 橋 2-80 

〒 583 羽曳野市学園双 3-2-1 

〒 640 和歌山市九番 727 

〒 188  田無市緑町 3-6-36 

〒 巻 -11  伊勢原市聖星合 

〒 113  文京区千駄木 1-1-3  , 

〒 183  府中市幸町 3-5-8 

〒 278  野田市山崎 2641 

〒 102  千代田区富士見 1-9-20 

テ 194  町田市南大谷 11 

〒 563  池田市伏屋台 2-12 

〒 470-01 愛知郡日進 町 岩崎手付芝山 37-234 

〒 700  岡山市 理 大町 卜 1 

〒 730  広島市中区東千田町Ⅱ L89 

〒 370  高崎市栄町 17-6 

〒 980  仙台市堤通雨宮町 1-1 

〒 卸曲 大津市瀬田月輪 灯 

〒 柵 -11 伊勢原市聖皇 台 

〒 530  大阪市北区中立島 4-3-57 

〒 464  名古屋市千種区不老町 

〒 柵 小 平塚市土屋 2946 

〒 210  川崎市川崎区南波田町 1-1 

〒 720  福山市瀬戸町長和 289-1 

佐川 輝高 ，長谷川 頭 太郎，熊沢 秀雄，生態 繁 ，米村 重信，楠瀬 正夫，中村 経紀 

清水 慶子，五島 喜 与太，小田 裕子，真弓 忠節，片柳 滋 
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( 賛助会員 コ 

組織培養はバイレックスコー = ング の岩城硝子㈱ 〒 100  千代田区丸の 内 3-2-3 

TEL  03-214-7401 

生物学・生態学洋書のことならヴリーン 洋書㈱ 〒 211  J Ⅱ 崎 市幸区小倉 610- ト 506 

TEL  044-533-0470 

㈱武田薬品工業中央研究所 〒 532 大阪市淀川区十姉本町 2H7 月 5 

TEL 06-300-6835 

試薬・機器の 御用命は名古屋片山化学㈱まで 〒 460  名古屋市中区丸の 内 3 寸ト 4 

TEL  052-971-6531 

日製産業株式会社 〒 453  名古屋市中村区 名駅妊 6d8 
( 名古屋ビル 内 ) 
TEL  052-583-5846 

バイオテクノロジ 一で未来をひらく㈱パイオ 科学研究所〒 990 山形市城西町 5-34-5 
TEL 0236-44-5030 

発生学をはじめとする 生物科学書の 出版社・ 培 風蝕 〒 102  千代田区九段南 4-3-12 
TEL  03-262-5256 

藤本理化 〒 113 文京区内 ケ丘 2 円 4 円 2 

TEL  03-827-8151 

最良の選択ファルコソ 組織培養器具ベクトン・ティッキンソン ，オーバーシーズ Inc   

〒 107 港区赤坂 8-5-84 葛藤ビル 

TEL  03-403-9991 

三菱化成生命科学研究所 〒 194  町田市南大谷 11 

TEL 0427-24-6226 

マウス・モノク p 一 ナル抗体 ( ア P 抗体 ) は明治乳業㈱〒 104  中央区京橋 2-3-6 

TEL  03-271-4333 

試薬及び理化学機器販売理科研㈱ 〒 463  名古屋市守山匡光 郷 2407 

TEL  052-798-6151 

科学の技術に 奉仕する理工学社 

  

次代を担うバイオテクノロジ 一和 研薬 ㈱ 

〒 113  文京区 本 駒込 5-9-10 

T  E  L  03-928-5211 

〒 606  京都市左京区北白川西伊織 町 25 

T  E  L  075-721-0491 

(50 音順 ) 
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学術研究用人工海水 

  

Ⅰ特 長 ぬ文 献 
] . 各元素の含量は 外洋水の分析 値 による。 

1.@Jamarin@U:Katow ， H ， (1986)@Behavior@of@sea 
2. 完全に溶解する。 urchin@primary@mesenchyme@cells@in@artificial 
3. 分割使用できる。 

extracellular@ matrices ・ Exp ， Cell@ Res ， 162     
4. 水質は極めて 安定で自然海水のようなバラツキが 

40] 一 410   
ない。 

2. Jamann  S:  Umezawa,H.,  Okami,Y 。 
5. 経時変化しない。 

Kurasawa ， S 、 ， Ohnuki ， T 、 ， Ishizuka ・ M ． ， 
6. 研究の目的により 色々の種類があ る。 

Takeuchi ， T 「 Shiio ， T ． and@Yugari ， Y ， (1983) 
7. 殆 んどすべての 海の生物に使用できる。 

  
Mari     actan,@antitumor@polsacchari   e@pro- 
duced@ by@ mari   e@ bacteri   ， J ， Anti   i   t ， 36     

471-477. 

Ⅰ主要元素の 含量 (9 ル ) 3. Ca-free  Jamann:  Sh 田 n 引 ， H.,  lkegami,S 。 

C@  l6.947  Na  g.311      l.13 ア KanataD     ， H ． and@ Mohri ， H ， (1982)@ Regu@   ・ 

S  0.774  Ca  0.395    0.344 t@   n@of@sperm@motility@@@   starfi   h ， I ， l   hi   iti   n 

of@movement ， Develop ， ， Growth@and@ Differ ・   

24:4 Ⅰ 9 一 428   

4.@Ca ， Mg ・ free@Jamarin:@Mtsunaga ， K ・ ， Fujino ， 

■種 類 
「． し AMARlN  U( 一般用 ) Y Allliothicyanate ・ and@Yasumasu ， I ・ ・ senStie@H@K@ATPase@i (1987)@Prova Ⅰ e@r0e@of 
極めて 易溶 、 Triple streength まで溶解可能。 spi   u@   ca@   ifi   ati   n @   embryos｛f》he《ea 

ウ ニ襄胚 形成率 Ⅱ 戸訪 oc/ め居 craSs/W 涜 ・‥ 98% urch@n,Hem/c0 戸 甘 of り 8  pu Ⅱ c 月 0%@mus   

2. JAMARlN S( 滅菌用 ) Develop ，・ Growth@and@Dffer ， 29:57-70   

オートクレーウィンバにより 濁りや、 沈澱を生じな 5.@Sulfate ・ free@ Jamarin:@ Yamaguchi ， M ・ and 
い 。 Ki   os Ⅱ     ta,ヾ ・ (1985)‾0i   acchari   es《ufated 
ウ 三菱 胚 形成率 加功 按 のぬ ん is e 佑榔 isp 膣 …㏄ 3% at@the@time@of@gastru@   ti   n@@@   embryos@of@the 

3. その他の」 amarllln sea@urchin@C@   peaster@japonlcus ． Exp ， Cell 
Ca-freeeee JAMAR@N Res ， 159     353-365   
Ca, Mg-f 「 ee JAMARlN     Myヾe@     Lutz ・ D ， A ，， l   oue ， S ， (1986)ゝe ， 
Su@fate-freee JAMARlN chnics@for@observing@ living@gametes@and 

  4  .  My  Sea embryos ， @@   Methods@@@   COl@ Bi   l   gy@(T   
ポリ袋入り粉剤だけの 人工海水です。 実験動物の飼 E ， Schroeder ・ ed ， ) ， Vol ， 27 ， p ・ 91.@ Academi   

育にお使い下さい。 Press ・ 

Ⅰ価 格 ( ま w サ 5 。 J) 
  

  四日用 54 月 24 周   

Jamann S 2.000 1 拍㎝ 

」 ama 「 in  U Ⅱ。 600 ㏄ 0 

Ca-free@ Jamarin Ⅰ @ ニコ㎝ 750 
Ca ， Mg-free@ Jamari   1,500 750 
Sulfate-free  り amarln 1,500 750 

My@ Sea 25 Ⅰ用 1.200  Clo 個 単位でお願いします )   

お間合わせ、 ご 注文は直接下記へお 願いします。 

ジャマリンラボラトリー 
〒 536  大阪市城東区 鴫 野面 2T  目Ⅱ 番 5 号 電話大阪 (06)968 一 3 「 54 
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生物 関 A の 
Ⅰ加熱冷却ユニット 日 ，恒温コンテナー 
クーラー，ヒーターはチタン 製。 淡水はもちろん 海水や薬品 液 蓄冷 体の融解速度を 微妙にコントロールして 恒温を保っ小型の 

にも使用できる 高性能の循環式小型加熱冷却装置てす。 恒温輸送用コンテナー てす 。 凍結したら困るあ らゆる物体の 低 

形式 トトトト 概略水量 価格 温 での恒温輸送に 威力を発揮します。 商用電源、 大型ハッ テリ 

HC061A-3@ 65H@ 300W@ 120@ 1@ @196,000 一 を使用しないの て 可動性に富みどこ て 

HC101A-3@ 100H@ 300W@ 160@ I@ @207,000 形式 : GTC 421 
HC131A-5@ 130H@ BOOH@ 260@ 1@ @220,000 外形寸法 : 407X1g3XH298 
HG201A-5@ 200W@ BOOH@ 360@ I@ @237,000 庫内寸法 : 246X122XH200 
HC301A-5@ 300H@ 500W@ 670@ 1@ @298,000 コ % ロラー ・ ア 。 ツ 。 舛 設定、 ア 。 シ ・ タ几 表示 
HC401A-5@ 400H@ 500W@ 1000@ 1@ @335,000 価格 : ￥ 78,900 ( 蓄冶体 -15 。 C 付 ) 

Ⅰ温度コントローラー & 恒温ポック ス 

温度を精度良く 一定に保つことがてきます。 循環ポンプなどの 四面全面加熱冷却の 新方式による 高牲 能の恒温ポックス。 庫内 

使用に便利な 予備コンセント 付き。 哲 親付きなど各種あ ります。 は精度よく一定温度に 保たれ 霜 ； 
升 ク式・ cTA 452-1   

外形寸法 :W700XD460 Ⅹ H440 

槽内寸法り 380XH850 

温度範囲 :10-40 。 C 形式 設定方式 温度指示 湿度目盛 制御方式 価 格 冷凍機 :65H ヒーター :100 Ⅱ 

TA200 米 アナロバ な し -50- 50 。 C 比例式 ￥ 26,000 蛍光灯 田 2W タイマー :24h 

TA201 円 アナロク   全指示 0 - 5O 。 C 上ヒ 例式 部 8,000 価格 : ￥ 350 ， 000 
TD202 次 デジタル 偏差指示 0-99.9 。 C 比例式 ￥ 29,000 

TA300-S  ア ナロクなし 0@  50 。 C  三位置 弗 7,000  4  ポータフルインキュベーター 
TA301-S  アナロバ全指示 0 - 50 。 C  三位置 ￥ 44.000  小型軽量、 持ち運びが容易てず。 庫内は精度よく 一定温度に保 
TD302-S ラ     シタル偏差指示 0-99.9 。 C 三位置 y48.000 たれます 0 冷凍機とヒーターを 備えていますや て 庫内を低温。 
TD303-S デジタル 全指示 0-99.9 。 C 三位置 ￥ 58,000 (O 。 C) から高温 (40 。 C) まて任意の温度に 設定することが。 

注 ) 測温 抵抗体と併せてこ 使用下さい。 てきます。 電源は交流・ 直流両用てず。 車載用として 搬送、 野 

浜町 はサ - ミスター 測温体 Ⅶ， 8000 空気用 ) 葵 ， 000( 水月 ) 外 ての使用の他研究室内 て 利用することができます。 
無印は白金側 温体 シース材質 SDS304 ￥ 7,900 Ti ￥ 12,000  透明蓋付もあ ります。 

形式 :CTH 805 

[ 低温恒温循環水槽 外形寸法 631X360xH378 

実験台上ても 使用できるように 極めてコンパクトにまとめた 低 槽内寸法 :350X280XH260 
温 恒温循環水槽てす。 水温は低温から 高温まてを任意に 設定ず 価格 : ￥ 187,000(12V 用 ) 
ることがてきます。 外部循環機能をそなえておりますので 恒温 

水槽のほか、 カラムの冷却、 保温な 4 水生生物環境調節装置 
形式 :CT 65-300-S 各種の魚介類が 飼育てきまず。 各機器 は ユニット形式を 採用。 

使用温度範囲 :0-50 。 C 点検管理か容易です。 水槽、 加熱冷却ユニット、 温度コントロ 

温度調節精度 士 0 ． l 。 C 一 ラー、 フィルタⅠ循環ポンプなとは 全て海水仕様です。 

外形寸法Ⅳ 420XD830Xli340 
l ガラス水柱 
2 % 鉄製架台 

槽内寸法 け 153XH187 3 オ ー パーフロー装置 
冷凍機 :65w   フィルター 

5 箱 項 ポンプ 
ヒーター 円 00 Ⅱ 6 加熱冷却ユニット 
価格 卍 250 ， 00O   温度コントローラー 

8 拍水管 

口 温度勾配装置 ( ウォーターバス ) 9 水伯排水 
    フィルター排水 

温度調節水槽 は それぞれ独自の 温度に設定できます。 
精度の高い桓温が 得られます。 温度の設定はデジタル 式。 形 式 水 槽 ク - 升 ト y-  、 価 格 

振 とう装置付きもあ ります。 ARA@ 9 ， 5-101A-5@ 900x500x450@ 100H@ 500W@ @459,000 

形式 :T ㎝ - Ⅱ三連 )/TGW-6( 六通 ) ARA@ 9.6-131A-5@ 900X600X600@ 130H@ 500W@ @663,000 

使用 視度 範囲 :0-50 。 C ARA12.5-131A-5@ 1,200x500X500@ 130W@ 500W@ @678,000@ ， 

温度調節精度 吐 0.05- 士 0 ． l 。 C ARA12.6-201A-5@ 1,200x600X600@ 200H@ 500H@ @858,000 

槽内寸法 :150X260Xl50X37X6 ARA15.6-301A-10  1,500X600x600  300H  l.ooott  @1,005,000 

冷凍機 :200 月 /300W ARA15.7-401A-10@ 1,500x750x750@ 400H@ l ， OOOH@ @1,297,000 

ヒーター :g0WX3/X6 ARA18.6-301A-10@ 1,800x600X600@ 300H@ l.oooH@ @1,107,000 

価格 畔 620 ， 000/ ￥ 780 ， 000 ARA18.7-401A-10@ 1,800X750X750@ 400W@ l ， OOOW@ @1,475,000 

アクア株式会社〒 i41 東京都品川 lE 西五反田二丁目 10-8 TEL03-495-5668 FAX03-495-15688 
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Ⅰ @" 

ダ   Ⅰ 

ライフインダストリ 一の三菱化成が 採血から 汚過 まで一貫国内生産 

最終 淳 過は了しそ 蚤 0 ． l が m の ノ ンブレンフィルター 使用 

生後 24 時間以内で初乳を 飲む前の新生俘牛から 採血   

新生 仔 生血清 生後 2 週間以内の新生侍牛から 採血 

成年血清 l .5 才以上の牛から 採血 

Arm,our  PharmaceuticalCompany  (U.S.A.) 製造   (Rehatu@ ⑪Ⅰ． S.) 

仔 生血清 生後 l6 週間以内の仔牛から 採血 

何れもロットチェック 用サンプルを 提供致します ; 

三菱化成工業株式会社医薬事業， D 

〒 l00 東京 き 0 千代田区九のめ㌃ 5-2( 三菱 ビの 大阪支店化成品部門 名古屋支店化成品部門 

呑 03(283)679l( 直通 ) 
呑 06(20 の， 4560( 直通 ) む 052(562)2556( 直通 ) 

東京支店化成品部門 九州支店化成品部門 
呑 0 無 283)6l00( 直通 ) 0092(291)8891 
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ダルベ N 日 PHCO8. ツコ レ 空法イーグル Gin 不 き、 特許申請 培地「 は 二ニ スイ」② イーグル MEM 培地「 二ニ スイ」⑧ 
  N 日 HCO 呂   」 -Gin.P 円 ・ KM 不吉 

円 PMl ]B40 培地「ニッスイ」② 
NaHCo 目 ・ レ G@n 小倉、 特許申請 品 

イーグル MEM 培地トニツスイ」④ 
浮遊 培 費用、 KM 含有、 N 日 HCO か し Gin 不吉 

イーグル MEM 培地「 二ニ スイ」① イーグル M 三 M 培地「 二ニ スイ」⑤ 
KM 含有、 N 日 HCOa. レ G 円本吉 KM 含有、 N 日 HCO3%G@rr 廿 A 「 g 廿 Leu 廿 Met, レ Phe 木倉 

イーグル M  巨 M 培地「ニッスイ」② ES 培地「 二ニ スイ」 
KM 含有， N つ HGO3. 」 -Girr,P 円本 吉 KM 含有、 N 巳 HCOa. レ Q 円本吉 

イー クル MEM アミノ 

ダルベッコ空法イーバル 培地「 二ニ スイ」① 金属塩類溶液「 二 ツスイ」 タ ルベッコ pBs 用 

N 臼 HGO3 木倉 
バンクス 液 「 二ニ スイ」① NaHC0 部会 

] 冊 培地「 二ニ スイ」 NaHGoa 下宮 
バンクス 液 「 二ニ スイ」② NaHGo8.P 田噌 

八 4 トに培地「 二ニ スイ」 N 包 HCOa 不吉 
アール 液 「 _ ッ スイ」 NaHC08 本吉 

円 PMl ℡ 40 培地「 二ニ スイ」① N 日 HHc08 小声 

グルタミン「ニッスイ」 無菌凍結乾燥 

ト上記製品のバルク 供給および上記以外の 培地のご希望についてもこ 相談 在お 受けれたします。 下記へお問い 合わせ下さい。 

製造発売元 

日大製薬株式会社 
〒 l70 東京都豊島区巣鴨 2    Ⅱ - @  %03(9l8)8l6l 

お 聞 い合わせは一一寸 03(9l8)8l7 Ⅱ直通 ) 
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N  K  式 

NK 式 電気低温桓温 器 ( 送風循環型 ) 
高精度普及型 

物 研究用機器 
NK 式 プロバラム電気低温恒温 器 ( 、 送風循環型 ) 
四季の温度がプロバラムで 自在に再現で 告ます ソ 

一 
型式 LP-l ㏄ LPd50LP-200 

位 牡 一 S 型 一 S 型 一 S 型 

宙貫営廿簗 "0 炎穏 8"0 楽器 36" 受 計 8 度囲 浬範 

価 格 26 万円 30 ． 5 万円 32 万円 

氷 その他いろいろな ク イ ブ があ り ま す。 

N K 武人工気象 器 NK 式 プレハブ電気低温恒温槽 
植物の育成、 小動物 ( 昆虫 ) 飼育の本格派 ソ 組立、 移設、 増設が思いのま ま 
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N K 式 クリーンベンチ ( 垂直層流型 ) 

NKB 刊 S 一 850 
￥ 780,000 

NKB 一 VS 一 1300 

￥ 880,000 

画 
● LH 型 十 5 で -4S も 
価格 1 坪 1.190.000 円 
より杏仁 

● LP 型 +18 せ -45 せ 

価格 1 坪 1,290 ． 000 円 
より 各荻 

米膵細は プレハブ．シリ - 
ズカタログをご 晴 水下 
さい。 

@-   

NK 式 クリーンベンチ ( 垂直層流両面型 
無菌作業の能率アップに ソ 

NKB 一 VW 一 8 ㏄ 
￥ 1,200,000 

NKB 一 VW 一 1300 

Ⅴ 1,500,000 

  

<@> 拭 会社日本庄化器械製作所 
本 社 

東京宮宰研 
エ 現 

棚
甘
牡
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1957 年、 組織培養器具にプラスチックの 時代が始まった。 

1956 年Ⅱ 月 、 米国三 mern,yville の海軍微生物研究所 な 
では、 人や動物の細胞をポリスチレン 製ティ 野 に大きな前進をもたらしました。 

2 で培養することに 興味を示しました。 そして今日まで、 ファルコンの 活動は 、 よ 

このことにいち 早く着目した フ アルコンで りすでれた組織培養器具を 開発すること 
は 、 フラスチック 表面における 細胞の付着 

の 成果として、 最近ではより 高度な表面 

組織培養処理を 施した高品質の ブ ラ 処理を施したフライマリア 組織培養器具を 
スチック製ディ ツシコ の開発に成功 あ 届けすることもできました。 

致しました。 組織培養の進歩とともに、 ファルコン 

それほ、 ガラス製器具の 使用にと も 

輸入販売元 

Ⅱ 本 ベクトン・ディッキンソン 株式会社 
ベクトン、 デイツキンソンラブウェア 一事業部 

〒 l07 東京都港区赤坂 8 一 5 一 3a 島腋 ビル 丁日Ⅰ t3(403)999l ㈹ Divl   l   n@ of Becton Dickl   son and Company 
Ⅰ日の、 ファルコン． Fa № orolL. プライマリアは べク @ ン 、 ディソ キ ・メソンアンドカ シ に一の商標ですⅠ 日 eclon Dcklnson Ⅰ zabwa 何はべ ク @ ン 、 ディソキソンアンドカンパこ 一の事業部で 丈 
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国立 ぬ t 云学 研究が森脇和郎 / 序 

一己 c 細胞による哺乳動物の 実験発生学一 
テラト一 ％の 生物学的な知識， EC 細胞の種類と 成立， EC 細胞を用いた 初期 歴め 

定価 3800 送料 300 円究の進展を 円 細胞生物学・ 遺伝学に関心を 紹介しその理論と 分子生物学的研究， 持つ方がたの 絶好の参考書です． 実験技術を解説医学，生物学，薬学など EC 細胞のキメラ 動物への応用などについて 発生学， ，研 
lNUu 大学妹尾主知九姉菱 ィ 」放生あ i 汗 加藤淑 裕 
京都大学入谷 明 慶応義塾大学鈴木枕 悦 

掛 一一編集 一 

東北大学 山根 積 大阪大学岡田善雄 

前金沢大学堀川正克 東京大学黒木登志夫 

HV ,I による細胞融合法，薬物や 放射線，化学物質を 用いた細胞の 突然変異による 

    

シ Ⅰ けド一 ステイン KANTO は、 蛋白核酸を高感度 
で簡単に検出できます。 

シルバーステイン KANTO は、 現像が緩やかにすすむよ 

うに調製されています。 現像停止のポイントを 判断しや 

すく美しい染色 像 が得られます。 

cat.No.57650 S エ Ⅱ旭丘 St む師 K ㎜ TO 
電気泳動用銀染色キット・シルバーステイン KANTO 

スラブゲル (@40mmx @40mmx l.omm) 25 枚 分 
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低温水棲生物の 生理実験用装置。 極寒冷地の植物性・ 動物性プランクト 

ン， ウニ， ヒトデ，ベントス 等に最適。 水槽・温度調節装置・ 照明装置 

を 装備。 6 樽分離独立。 温度制御範囲は 一 5 で一 +30 で。 照明装置 ( ク 

時間の自由設定可能。 

卵稚仔 温度反応試験装置 
水生生物の卵・ 稚 仔の環境温度に 対する反応研究用に 最適の装置。 

試験管 88 本により環境温度勾配を 広範囲に一定保持。 実験対象の各 

部位置温度を 時間経過に従がって 記録。 照度も自由に 選べる照明楽 

置 。 小型多点温度記録装置が 特長てす。 

卵稚仔 温度反応試験装置け G ll 一 8) の馴致用装置。 本 装置は 6 樽 

に 分離独立。 水槽ことに温度設定か 可能。 各槽 :- 。 との試験管挿入句 

能 。 卵椎 仔を反応装置け Gl@-8) に入れる 前 準備に、 また分類作業 

に 最適。 温度制御は正確・ 広範囲に温度設定が 可能。 

フランクトン 培養装置 
動植物性プランクトンの 海水培養用装置。 幼魚・稚魚等の 飼育も可 

能 。 2 ポリェチレン 円形 2 重水槽。 外側 槽によ る温度制御。 制御 範 

囲 5 一 35 。 C 。 ヒーター，クーラー 自動切換 式 。 照明装置は高出力 蛍 

兆灯。 洸貴調節・照明時間の 自由変更可能。 海水循環 

酸素補給，水質維持装置付。 
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素 

ミ トコンダリア 及び細胞懸濁液の 溶存酸素減少による 呼吸率の測定 は、 古くから 行 
なわれて来ました。 懸濁液を入れる 密封容器の取扱いはかなりむずかしく、 その容器 
の 変更も困難でしたが、 この容器はⅠ． 5m1 ～ 5ml までの容量の 変更が容易であ 
り 、 試薬を懸濁液に 投入したり。 懸濁液の一部を 密封状態のま ト 取り出す事が 出来ま 
す 。 セルはウォータージャケ ツト がついでいますので 精密な温度コントロールが 出 
来、 フルスケール l OmV の記録計に接続しても 御 使用できます。 

S 一 1  溶存酸素測定装置 

  

記録計 
上 mV ～ l 0V 

フルスケール 全編移動可能 
400K ね ～無限大 ( レンジによる ) 
2 5 Omm 幅 
6 段変速 ( 標準最少 2. 5mm/mi n) 
AC l 0 0V  5 0 ～ 6 0 ℡ 

ム 
ま福 調 理化学器械株式 宙社 〒 1 1 2 東京都文京区後楽 2 2 エ 土 4 
TEL (03) 8 1 5 - 3066 ㈹ 
FAX@ (03)@ 8 1 5 - 323 1 
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未知をひ射光学技術 

全自動写真撮影装置 卸ぺ蔵 。 今 ま 

ずにな l 多様なシステ 刈 生 と操 竹川・ r 、 

画像解析分光測光な 肋 将来的研 

究ニーズにも 充分対応。 電動 6 ケ穴レ 

ボ ルバ 二 lX 一 l00X まで完全ケー 

ラー照明、 写真撮影レンズ 4 種類内 

蔵 、 亥 ノゆ面 と同じ像が観察できる - 

眼 レフ式ファインダ 二 視野散 26.5 尹 

の超広視野など 随所に最先端のメカ 

ニズムが生きています。 しかも、 35mnl2 

台 + 大敵 1 台 +TV カメラ 1 台計 4 台 

を同時装着できる 3-WAY カメラ。 鮮 

明な像を観察、 確実に記録できます。 

亜宵動 6 ケ穴 レポ l レ ¥ 一の対物 し " ノス に 連 勒 
した照明系の 切換え @ よ調九 ・開口 絞小 視野 
絞りを自動完了Ⅰ住僧 幸のビ ント合わせ●カ 

メラ選択Ⅰ撮影 レ " ノス の切換えなとを 自動化 
( マニュアル操作も 可 ) 

Ⅰ 屯勒 6 ケ穴レボ ルバー● ND フィルター ll 段 
階切換えによる 自由 調光 Ⅰホタンによるカメラ 

選択Ⅰ撮影レンス 4 種内蔵 ( ターレ外切換刃 

  

    

カタロクパンフレソト 等のご請求は〒 l0l 兆京都千代ⅢⅨ 沖 m Ⅱ、 川町 J2-1-7 位牌 03 一 292 一 3l4@(lt) 
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ミニゲル電気泳動システム ぐユー ピッド -2) 
ミューピッド -2 は、 泳動槽・パワーサプライ・ゲルメーカー 

セットを組み 合わせたコンパクトな 電気泳動システムです。 

核酸・タンパク 質など様々な 泳動が可能です。 

0 お 一人に一台以上。 

e 安全、 軽量、 簡単な操作。 

Ⅰ学生の実習用など 教ホ オ としても最適 0 

Ⅹ部品の別売もして お します。 

超安価￥三日， BO 口 
(PAGE 調製用カバー、 電源及びゲルメーカーセットを 含む ) 

  "  ( 抗血清シリーズ ) 

Ⅰ全血清 ( 留分 ) の凍結晶、 高 力価 。 

e 細胞骨格タンパク 質、 ホルモン、 酵素等に豊富 

な商品群。 

      
染色例 : Type Iv Collagen (Bovine Skin) 

Ⅹ⑫ @e 屯 S は 、 ㈱アトバンス か 製造した免疫研究用試薬に 対する登録商標です。 

( シリーズ 品 ) C ま 九 原 ) 蒋 。 " が，は 新製品 

細胞骨格タンバク 質 ( ウシ ) タイプ l 一 W コラーケン 、 ( ヒト ) タイプ W 一 V コ 

ラーケン 、 よヌ，タ ; ト 。 ) 。 ゑか ぶ。 ぢ 自浄ナ グ慈ぶ 。 ま転消駝芯鯵ズ 

          手ま ぽ , 瓶温 ， 玖棲ぎ譚ぜ アクチン、 ミオシン、 チューブリン     
ホルモン LH 一 p 、 鱒 ; 蘇 % ゑ 窩 球帯 ゑ援鍵 。 ぽ袴驚 心 % 翠鰯艶翻 " 

猫額 鰯鰯 @ ゅ ， 轍鰍敵暉鱗捷釜燵は 鰯辮鰍弩 ， 聚鰐臆凝麟蟻為 
旛溥き， fs&&% , ". ・ 。 ぎ 鎚嚢 % ゑ ゑ が 毯驚篭鱒靭駝 % ゑ ご翻鰻ぬ槻ぶ % ぎ ，鱗 : 畿 
; 簸 凝鮒 鰹滞末綴簾ぷ 総総 犠簿轡鰍綴鰯憶噸欝劫 %% 
ゑ 粍讃驚 ・ 驚洩払 乾鰯 ゑ髄 % ぎ 黛灘 S 一 l00 タンパク   

酵素 ヵ一 ボニック・ ア ンヒドラーゼ、 鰯滋 薫鰍心儂愈 ㊦ ; づ灘 熱援 

寒凝 鮮絃葮 。 % ゑ ぷゑ翔鞘 むき ゑ鵜轍鞘翔餓鰯 % を ボぎナ鍛篤幾賦緩賎 
婁驚翻轍椛欝鍬黛銭翻 アルカリ・フォスファターゼ、 

鯉鞘簸鰯 % 驚簸 ⑬ 

米製品についての 詳細は下記までお 問い合わせ下さい。 

製造元 ぬ右 珠代金ネ 土 アド / Ⅴ コス 〒 l03 東京都中央区日本橋小舟町 鮭 7 

( 免疫動物はすべてウサギです。 ) 

宕 03(667)l55l ㈹ 

総販売元 笘コヌモリ Y イ丼株式会社〒 l03 東京都中央区本町 -l3-5 第 20 中央ビル 穴 03(663)0723 
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・ ソ クエⅠ ス BIOCk  ACe 

NO 丹一 S 戸 eC7 月 C 日向 ding を強力 仁 フロック / そして安価 / 

 
 

Ⅰ三口 SA 等のプロッキンバ ]. 巳口 SA 等でパックバラウンドを 低く抑えます。 

i 

Ⅰ試料 あ よぴ 標識第 2 抗体の希釈 

｜ 

2,BSA 溶液をプロッキンバ 剤 として用いた 場合 

Ⅰ 日 /F 分離等の洗浄 より測定感度 ガ あ がり， か つ安価です   

接 生理活性物質の 安定化剤 3. 液状なので直ちに 使用できます． 
4. 加熱滅菌処理 漬 です． 
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●無菌生産 
コ一 = ング の組織培養用製品は、 無菌環 士尭で ・作られています。 このた 
め バクテリアは 勿論 目幾械 油の蒸気やほこり 等の付着もなく、 培養 特 
性 が安定しています。 

俺フ オームラック 

コ一 ニンクの 遠沈管 ，培養 皆 には、 フ オームラツク 付きがあ ります。 収 
納や運搬に便利なうえ、 ガタ ツキ がないため傷をつけることがなく、 

沈 @ ぬ @ が 3 手 @ 字蛙 すみ小酔もあ りません。 

引 00% リークテスト 

コーニンバのフラスコは、 全数圧力試験を 行っております。 また厚手に 
成形されて L 吐すので、 ソーク や クラツ ク の心配はあ りません。 
Ⅰダフルシールキヤ ツプ 

タフルシールキヤ ツプ は、 ，容器の口部 刈 n@ と 端部の 2 箇所でシール 
するもので漏洩を 完全に防ぎます。 
9 クロスコンタミネーション 防止 
マイクロフノートは 、 孔が独立しており、 クロスコンタミネーションの 

危険があ りません っ 

Z5860l プレート l96 孔 、 平底、 蓋 イサ き l l l 50 l     

0 表面処理は．親水性と 細 
胞親和性を与えるもので・ 

コーティンバではあ りませ れ 

Ⅰ ヒ TO は、 エチレン オ キサイ 

ドガス成苗です。 

Ⅰ           半細は カタログをご 謂未 ( 
t@; さ L@   
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